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早稲田学区地区防災計画と は 
 

 平成３ ０ 年７ 月に発生し た 西日本豪雨災害で は、 早稲田学区で も 土石流が２ 箇所、

がけ崩れが１ 箇所発生し 、 地域が災害と は無縁で な いこ と を 実感する こ と にな り ま し

た。  

 平成２ ６ 年に広島市に甚大な 被害を も た ら し た 広島土砂災害を 教訓と し て 、 平成２

７ 年以降、 早稲田学区で は自主防災活動の強化と 地域住民への防災に対する 意識啓発

に取り 組んで き ま し た 。 そ の活動が、 西日本豪雨災害の時にも 活かさ れた 部分も あり

ま し た が、 一方で 危険区域の住民の避難が十分には行われず、 避難所の運営も 体制の

限界や資機材の不足、 障がい者に対応で き る 施設の不備、 さ ら には要支援者への配慮

の欠落な ど 、 自主防災活動における 様々な 課題が明ら かにな っ た こ と も 事実で し た。

そのよ う な 中で 、 人的な 被害が無かっ たこ と は、 不幸中の幸いだっ たと 言え ま す。  

 こ の西日本豪雨災害における 課題を 解決する た めにはど う する かを 考え た 時、 課題

を １ つ１ つ解決し て いく こ と も 大切で すが、 いつま た発生する か分から な い災害にで

き る だ け早く 、 効果的に対応で き る よ う にする た め、 地域における 防災について の課

題を 抽出し 、 計画的に取り 組みを 進めて いく 必要がある と 考え ま し た。  

 こ の取り 組みについて 、 早稲田学区で は地区防災計画を 作成し 、 地域が一体と な っ

て 防災ま ち づく り を 進める こ と にし ま し た 。 こ の計画には、 こ れま で に積み重ねて き

た活動を 活かし な がら 、 地域における 様々な テ ーマ に対する 様々な 課題を 解決する た

めの方針と 、 具体的な 活動内容を 整理し て と り ま と めて いま す。 こ の活動内容につい

て は、 早急に取り 組むべき も のを さ ら に抽出し 、 活動にメ リ ハリ がつく よ う に計画し

ま し た。  

 ま た 、 計画を 実行する た めには、 こ れま で 活動の中心を 担っ て き た早稲田学区社会

福祉協議会（ 早稲田社協） や早稲田学区自主防災連絡協議会（ わせだ自主防） に加え

て 、 で き る だ け多く の地域住民や外部機関な ど にネ ッ ト ワーク を 拡げる 必要があり ま

す。 今回の地区防災計画で は、 そ う いっ た ネッ ト ワーク 作り も 考慮し て と り ま と めて

いま す。  

 こ の計画を 進めて いく こ と で 、 地域住民の防災に対する 関心を 高め、 必要な 備えを

充実さ せな がら 、 地域で 実施する 活動を 通じ て 、 いざ と いう 時にお互いを 助け合え る

関係作り を 目指し ま す。 ま た、 防災が特別な も ので はな く 、日常の生活の一部と な り 、

地域の文化と し て 定着し て いく よ う 、 こ の計画のキャ ッ チ フ レ ーズを “ 日常に「 ＋防

災」 を ” と し て 、 様々な 取り 組みを 進めていき ま す。  
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第１章 早稲田学区地区防災計画の概要 

 

１．早稲田学区地区防災計画の目的 

 早稲田学区で 発災が想定さ れる 「 土砂災害」「 地震」「 火災」 と いっ た 災害に 対し て   

地域の防災力向上を 目指すた め、 地域住民の災害に対する 理解を 深める と と も に、 災害

時の被害を 軽減する た めの備え を 進め、発災時の自主防災活動を 円滑に実施する た めに

必要と な る 事項について 計画し て いま す。  

 計画の作成にあた っ て は、 早稲田学区の地域特性を 踏ま え 、 防災に関する 様々な テ ー

マ 別に地域における 課題を 抽出し 、その課題に対する 対応方針と 具体的な 活動内容を 定

め、 地域防災活動の方針と し て いま す。 さ ら に、 活動を 持続し て いける よ う 、 外部から

の支援を 含めた 組織の充実や計画の見直し 方法について も 規定し て いま す。  

 こ の計画に 定める 内容を 確実に実践する こ と で 、 災害時に犠牲者を 出さ な いよ う 、 防

災が地域の文化と な る こ と を 目的と し て いま す。  

 

 

２．地区防災計画の位置付け 

本計画は、 災害対策基本法第 42 条第 3 項等に定めら

れる「 地区防災計画」 にあた る 計画で す。 早稲田学区に

お け る 地域住民お よ び関係者が共同で 自発的に 行う 地

域防災活動に 関す る 計画で あり 、 広島市の地域防災計

画に規定さ れる 計画と な る も ので す。  

 

 

 

３．地区防災計画の構成 

 本計画は、 以下に示す内容で 構成し て いま す。  

  第１ 章 早稲田学区地区防災計画の概要 

第２ 章 早稲田学区の地域防災活動 

  第３ 章 早稲田学区の地域特性 

  第４ 章 防災に関する テ ーマ 別の計画 

  第５ 章 持続的な 活動を 推進する た めの取り 組み 
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４．地区防災計画の対象範囲 

 本計画は、 広島市東区にある 早稲田小学校区を 計画の対象範囲と し ま す。  

 計画対象範囲には、 以下の５ つの単位町内会があり ま す。  

〔 計画の対象範囲内にある 単位町内会〕  

 ・ 牛田東二丁目上町内会       ・ 牛田東四丁目町内会 

 ・ 牛田早稲田二丁目上町内会     ・ 牛田早稲田三丁目町内会 

 ・ 牛田早稲田四丁目町内会 
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５．地区防災計画の見直し方法 

 本計画は、 活動が現状に即し た も のにな っ て いる かを 確認する 仕組みを 作り 、 最初に

作成し た 計画に固執する こ と な く 、 必要に応じ て 計画内容も 変更で き る よ う 、 下記のよ

う な 見直し 方法を 設定し ま す。  

ま た 、 関係する 団体が防災に関する 活動の情報を 共有し 、 よ り 効果的、 効率的な 活動

を 考え て いける よ う に取り 組みま す。  

 

１）早稲田学区社協のまちづくりプランと連動した目標設定（ ５ 年毎に１ 回実施）  

早稲田学区地区防災計画は、上位計画で ある 早稲田学区社協のま ち づく り プ ラ ン で 定

める ５ カ 年計画の目標設定と 連動し て 取り 組みを 進めま す。  

５ カ 年計画の５ 年目には、 検討委員会によ り 活動の評価な ら びにプ ラ ン 全体の見直し

を 行い、 次の５ カ 年計画の方針を 決め、 新た な ま ち づく り プ ラ ン への提案を 行いま す。 

 

２）わせだ防災プラン検討委員会（ 年１ 回実施）  

早稲田学区地区防災計画の実施ガ イ ド で ある「 わせだ 防災プ ラ ン 」 の作成委員会の構

成メ ン バーによ り 取り 組み状況を 総括し 、次年度の活動の方針を 決定する た めの委員会

を 設置し ま す。  

委員会は毎年１ 回開催し 、 必要に応じ て 活動内容の見直し や追加の検討を 行いま す。 

 

３）早稲田学区自主防災連絡協議会 役員会（ 年３ 回程度実施）  

早 稲田 学区自 主防災 連絡 協議会 の

役員会で は、 自主防が取り 組む活動の

進捗状況を 確認する と と も に、 各団体

で の 独自の活動な ど に つ い て 情報交

換し 、 よ り 良い活動がで き る よ う 考え

ま す。  

 

４）各活動の情報交換会 

子ど も の防災教育や高齢者・ 障がい

者支 援の取り 組みな ど の特定テ ー マ

は、 関係団体の代表者が集ま り 、 各団

体で の活動に つ い て 情 報交換を 行い

ま す。 各団体から 情報提供さ れる 内容

から 、 今後の活動に向けて 必要な 連携

や調整を 図り 、 効果的な 活動につな が

る こ と を 目指し ま す。  

 

 

  

地区防災計画のチェック・検討の構造図 
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第２章 早稲田学区の地域防災活動 

 

１．地域防災を担う組織 

 早稲田学区における 地域防災は、 早稲田学区社会福祉協議会（ 早稲田社協） が進める

ま ち づく り と 一体と な っ て 推進し ま す。  

そ の活動は、 早稲田社協の構成団体の１ つ で あ る 早稲田学区自主防災連絡協議会 

（ わせだ 自主防） が中心と な り 、 早稲田社協を 構成する 各地域団体と 連携ある いは協働

で 進めて いま す。  

ま た 、 行政機関を はじ め、 地域包括支援セ ン タ ーな ど 各機関と も 連携し て 取り 組みを

推進し て いき ま す。  

 

【早稲田学区の地域防災組織図】 

 

●早稲田学区社会福祉協議会（早稲田社協） 

早稲田学区の地域活動の中心的な 組織と し て 、防災を 含めた 福祉によ る ま ち づく り を

進めて いま す。  

●早稲田学区自主防災連絡協議会（わせだ自主防） 

早稲田学区の防災・ 減災のた めの自主防災活動を 担う 組織と し て 活動し て いま す。  

●防災ネット 

早稲田社協のま ち づく り 推進部に所属する グループ で 、 防災について 各種団体の代表

者が集ま っ て 意見を 交換し 、 活動の企画提案な ど を 行いま す。  

●単位町内会 

各町内会の地域特性に合わせて 、 独自の自主防災活動を 実施し て いま す。  
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２．これまでの地域防災活動 

 早稲田学区で は、 土砂災害の危険区域が学区の半分以上を 占める 地理的条件から 、 平

成２ ６ 年の広島土砂災害で の教訓を 活かすた め、 災害への備え を 強化し て き ま し た 。  

 地区防災計画を 作成する ま で の主な 地域防災活動は、 以下の通り で す。  

 

■平成２７年度（２０１５年度） 

 ・ 早稲田社協第３ 次ま ち づく り プ ラ ン （ 平成 28～令和 2 年度） の作成 

 ・ 社協だ よ り への「 防災通信」 の連載 

 ・ 庄原市土砂災害現場 現地視察会 

 ・ わせだ 防災講座（ 避難行動講座・ 災害図上訓練） の開催 

 

 

 

 

 

 

 

■平成２８年度（２０１６年度） 

・ 早稲田中学校で の避難所開設訓練（ 以降、 避難所開設訓練は毎年開催）  

・ 早稲田中学校で 初めて の避難所の開設、 運営 

・ 救命救急講習会の開催 

・ 防災講演会「 大切な 命を 守ろ う 」 の開催 

・ ふゆま つり （ 早稲田公民館） で の防災コ ーナーを 出展（ 以降、 毎回出展）  

 

 

 

 

 

 

 

■平成２９年度（２０１７年度） 

・ わがま ち 防災マ ッ プ 作り  

・ 東区防災訓練・ 防災フ ェ ア の開催 

・ 防災講演会「 災害に対する 日頃の備え 」（ 災害Ｎ Ｇ Ｏ 結） の開催 

・ 広島女学院大学 避難所利用協定の締結 

 

 

 

 

 

 

庄原市土砂災害現場 現地視察会 わせだ防災講座 

避難所開設訓練（早稲田中学校） 防災講演会「大切な命を守ろう」 

防災講演会「災害に対する日頃の備え」 東区防災訓練・防災フェア 
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■平成３０年度（２０１８年度）  ※学区内で 災害発生 

・ 西日本豪雨によ る 学区内で の土砂災害発生 被災家屋の災害ボラ ン テ ィ ア  

・ 平成２ ６ 年広島土砂災害先例地視察（ 安佐南区八木・ 緑井）  

・ 早稲田公民館ふれあい祭り  防災パネル展示・ ア ン ケート  

・ 早稲田小学校３ 年生 安全マ ッ プ 作り （ 以降、 毎年安全マ ッ プ 作り に参加）  

・ 温品学区と の協働によ る 防災講座「 ゲームで 防災」 を 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和元年度（２０１９年度） 

・ 高齢者サロ ン 「 よ り みち 」 で の防災講座 

・ ワーク シ ョ ッ プ 「 Ｂ Ｏ Ｓ Ａ Ｉ カ フ ェ 」 開催 

・ 早稲田公民館ふれあい祭り  防災パネル展示・ ア ン ケート  

・ ふゆま つり （ 早稲田公民館） で 損保ジ ャ パン と 共同で 「 防災ジ ャ パン ダ 」 を 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

被災家屋の災害ボランティア 

温品学区との協働防災講座「ゲームで防災」 

ワークショップ「ＢＯＳＡＩカフェ」 ふゆまつり「防災ジャパンダ」 

平成２６年広島土砂災害先例地視察  

早稲田小学校３年生 安全マップ作り 

サロンよりみち防災講座 防災パネル展示・アンケート 



- 9 - 

 

 

■令和２年度（２０２０年度） 

・「 ぼう さ いこ く た い２ ０ ２ ０ 」 ハイ レ ベルセ ッ シ ョ ン への参加 

・ 避難所開設訓練（ 集会所・ 公民館の同時訓練の開始）  

・ 早稲田集会所“ お試し 避難体験” の開始 

・ 早稲田小学校３ 年生によ る 巨大安全マ ッ プ づく り の開催 

・ わせだ防災マ イ タ イ ムラ イ ン  テ ス ト 作成会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和３年度（２０２１年度） 

・ わせだ防災プ ラ ン （ 早稲田学区地区防災計画実施ガ イ ド ） の完成 

・ 早稲田学区地域防災プ ラ ッ ト フ ォ ームの開始 

・ 早稲田中学校防災学習の開始 

・ 早稲田中学校・ 小学校 教員向け防災勉強会の開始 

・ わせだ防災士グループ 勉強会の開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

早稲田集会所でのお試し避難体験 

ぼうさいこくたい２０２０ 避難所開設訓練（早稲田公民館） 

小学生による巨大安全マップづくり 

早稲田学区地域防災プラットフォーム 

早稲田中学校 防災学習 

教員向け防災勉強会（早稲田中学校） 

わせだ防災士グループ勉強会 
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３．平成３０年７月西日本豪雨での早稲田学区の災害 

 平成３ ０ 年７ 月に発生し た 西日本豪雨で は、 早稲田学区にも 土砂災害が発生し ま し た。

幸いにも 人的な 被害はあり ま せんで し た が、 自主防災活動において 様々な 課題がある こ

と が判明し ま し た 。 以下に被災状況と 災害対応について と り ま と めま す。  

 

１）気象情報 

7 月 3 日に五島列島を 通過し 日本海を 北上し た 台風 7 号は、 4 日に日本海で 温帯低気

圧に変わっ た 。こ の台風の通過後、5 日から 8 日かけて 梅雨前線が西日本に長期停滞し 、

前線に 向かっ て 暖かく 湿っ た 空気が流れ

込み続けた た め、 広範囲で 大雨が続いた。 

こ の梅雨前線によ る 大雨で 、 広島市で

は 7 月 5 日から 7 日にかけて 累計 400mm

を 超え る 雨量を 記録し 、 さ ら に時間雨量

が 40mm 以上の強い雨が降っ た 地域を 中

心と し て 、 土砂災害が多発し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風７号から変 化  
した温帯低気 圧  

早稲田学区 

レーダー雨量の画像（平成 30 年 7 月 5 日 9:00 から 7 月 8 日 0:00 までの総雨量） 

温品雨量観測所のデータ（7 月 5 日 9:00 から 7 日 12:00 まで） 

国土交通省広島西部山系砂防事務所作成パンフレット 

「平成 30 年 7 月豪雨災害」を加工して作成 

国土交通省広島西部山系砂防事務所作成パンフレット「平成 30 年 7 月豪雨災害」を加工して作成 
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２）早稲田学区における避難情報ほかの時系列 

7/5（ 木）  9: 21 広島市に「 大雨警報」 が発表 

  7/6（ 金） 14: 05 広島市に「 土砂災害警戒情報」 が発表 

       14: 08 早稲田学区に「 避難準備・ 高齢者等避難開始」 が発令 

早稲田集会所が避難所と し て 開設 

       14: 34 早稲田学区に「 避難勧告」 が発令 

       18: 03 牛田早稲田２ 丁目の観音寺下で がけ崩れが発生 

       19: 40 広島市に「 大雨特別警報」 が発令 

       19: 43 早稲田学区に「 避難指示（ 緊急）」 が発令 

       20: 40 早稲田公民館が避難所と し て 開設 

     23 時過ぎ  牛田東４ 丁目大学敷地内で 土石流発生（ ※発生時間は聞き 取り ）  

 

３）早稲田学区内の災害発生箇所 

 ①土石流災害 災害発生箇所 垂直写真（ 国土地理院 ７ 月９ 日撮影）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②がけ崩れ 災害発生箇所 垂直写真（ 国土地理院 ７ 月９ 日撮影）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記の航空写真２枚は「国土地理院平成 30 年 7 月豪雨に関する情報」（https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H30.taihuu7gou.html）を加工して作成  

 

https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H30.taihuu7gou.html
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４）災害発生状況の詳細 

（１）牛田東４丁目の土石流災害 

 牛田東４ 丁目で は、大学敷地内に流れる ２ つの渓流で 土石流が発生。207 渓流で は、

一般家屋４ 軒が被災し 、 １ 名が 7 月 6 日深夜から 7 日昼過ぎ ま で 一時孤立し た 。 898

渓流で は、 流出し た 土砂が大学施設に流入し 、 一部損壊が発生し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「土砂災害ポータルひろしま」及び国土地理院（電子地形図（タイル））を転載加工  
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（２）牛田早稲田２丁目のがけ崩れ災害 

 牛田早稲田２ 丁目の市道東４ 区４ １ 号線（ 通称： 神社通り ） で は、 7 月 6 日（ 金） の

18 時 03 分に、 牛田山観音寺の下にある 石積み擁壁が崩れ、 市道が長さ 20ｍほど 土砂

で 塞がれた 。 こ の災害によ り 、 市道が約１ 週間通行止めと な っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院 地理院地図（電子国土 Web）（https://maps.gsi.go.jp/）を加工して作成 

 

 

 

 

https://maps.gsi.go.jp/
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５）避難所の運営 

（１）避難所の開設と運営状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）避難所運営で評価できるもの 

 ①迅速な 開設体制の確保（ 早稲田集会所）  

避難所と し て 使用する 早稲田集会所を 開ける 要員について 、 地域に２ 名常駐で き る

体制を 確保し て あり 、 避難情報が出て から １ ０ 分以内で 避難所が開設で き た  

 ②避難者の事情に合わせた 居住環境の確保（ 早稲田集会所・ 早稲田公民館）  

集会所は１ 階（ ホ ール） と ２ 階（ 小部屋）、 公民館は各研修室な ど 部屋単位で 避難者

を 区分し 、 心の病のある 家族のいる 避難者、 ペッ ト 連れの避難者な ど に対し て は、 専

用室で 避難し て も ら う こ と で 避難し やすい居住環境が確保で き た  

 ③良好な 避難所運営体制の確保（ 早稲田集会所・ 早稲田公民館）  

避難所運営の核と な る 主要要員がすみやかに集ま る と と も に、 避難所の近隣住民の

方が、 避難所運営ス タ ッ フ の食事の用意な ど の手伝いを 協力し て く れた ので 、 良好な

避難所運営体制を 維持で き た  

 ④朝食の提供（ 早稲田集会所・ 早稲田公民館）  

７ 月７ 日の朝は、 地域の協力によ り 食材を 持ち 寄っ て 避難者や運営ス タ ッ フ に 朝食

を 提供する こ と がで き た。  
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（３）避難所運営における課題 

 〈 １ ． 運営組織に関する も の〉  

 ①避難所運営ス タ ッ フ の固定化 

避難所を 開設・ 運営する 要員が限ら れた メ ン バーで 固定化さ れて おり 、 避難所運営

が２ ４ 時間を 超え る な ど 長期化する 時の負担が大き すぎ る 。  

各個人の負担が過多にな ら な いよ う 、 運営組織や業務分担の見直し 、 運営ス タ ッ フ

のロ ーテ ーシ ョ ン 化な ど 実効性の高い運営マ ニ ュ ア ルの改良が必要 

 ②各町内会から の支援要員確保 

避難者が居住する 町内から の運営要員がいな い場合、 個別の事情な ど がほと んど 分

から ず確認も 難し いた め、 必要な 対応がと れな い。 町内会の役員が常駐で き な い場合

で も 、 連絡要員な ど 支援要員を 配置する こ と で 円滑な 支援がで き る 体制が必要 

 〈 ２ ． 設備・ 資機材に関する も の〉  

 ①テ レ ビ の設置（ 早稲田集会所）  

避難所で は情報源と し て テ レ ビ が有効だ が、 集会所にはテ レ ビ がな く 、 リ ア ルタ イ

ムな 情報入手がで き ず苦労し た。避難所運営の途中から は小型のテ レ ビ が設置さ れた 。 

 ②防災備蓄倉庫が遠い場所に設置さ れて いる  

早稲田集会所、 早稲田公民館と も に防災備蓄倉庫がな い（ 学区内には旧避難施設だ

っ た 早稲田中学校、 早稲田小学校に防災備蓄倉庫を 設置） た め、 避難者に毛布等を 提

供し よ う と 思っ て も 取り に行く 必要がある 。  

 〈 ３ ． 要支援者への配慮〉  

 ①要支援者名簿の確実な 活用 

避難行動要支援者名簿の情報がき ち んと 活用さ れず、 十分な 安否確認や避難支援な

ど が出来な かっ た 。 名簿の対象者への支援の徹底がで き る 仕組みが必要 

 ②障がい者ト イ レ の未対応（ 早稲田集会所）  

集会所のト イ レ が災害当時は障がい者対応にな っ て おら ず、 車いす使用の避難者の

ト イ レ がで き ずに困っ た。（ ※令和３ 年度に 改修し て 対応済み）  

 ③福祉避難所の未活用 

要介護の避難者がいた が、 福祉避難所の存在を 把握し て いな かっ た た め、 介護な ど

に苦労し た 。 福祉避難所への要請、 引き 継ぎ が円滑に行え る よ う 、 運営要員の学習、

訓練が必要 

 〈 ４ ． 運営資金の確保〉  

 ①早稲田集会所の避難所利用に関する 情報発信の不足 

避難し よ う と 考え た 人が、 早稲田集会所には「 自動車で 行けな い」「 ペッ ト を 連れて

は行けな い」 な ど 正し く な い情報で 避難さ れな かっ た 事例が確認さ れた。  

ま た 、 集会所の場所が分から ず避難で き な っ た 人も いた ので 、 集会所への避難につ

いて 正し い情報発信、 場所の周知が必要 

 ②手ぶら で 訪れる 避難者への対応 

非常持ち 出し 品や必要な 物を 持た ずに避難所に来る 避難者が、 避難所で 提供する も

のに不足がある と 不満を 示す事例があっ た 。 地域住民へ非常持ち 出し 品を 準備し 、 持

参さ せる た めの周知が必要 
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第３章 早稲田学区の地域特性 

 

１．早稲田学区の自然環境 

 早稲田学区は、 北・ 東・ 南の三方を 神田山・ 牛田山・ 尾長山な ど が連な る 山々に囲ま

れ、 こ の山々から 流れ出る 二又川水系周辺の堆積物によ り 形成さ れて いま す。  

牛田山の東側尾根周辺を 源流と し て 現在は広島女学院大学の構内を 流れる 西谷川と 、

西側尾根周辺を 源流と し て 牛田早稲田二丁目から 早稲田神社の東側を 流れる 砥石谷川

が合流し て 京橋川に注ぐ こ と から 名付けら れた と いわれる 二又川の水系には、多く の渓

流が存在し 、 豊かな 自然環境を 作り 出し て いま す。  

地形的には、 昭和 40 年代後半以降の土地開発によ り 、 広島女学院大学のグラ ウン ド

や早稲田公民館な ど 山を 削っ て 作ら れた 土地がある 一方、 早稲田小学校南側のわせだ っ

子通り 周辺や牛田早稲田三丁目の想い 坂周辺な ど 、 盛土によ り 造成さ れた 土地があり 、

こ れら の多く が現在の早稲田団地を 形成し て いま す。  

牛田山周辺にある 広島特有の花崗岩で で き た 地盤は、 風化を 受けやすく 大雨が降れば

浸食さ れて 崩れやすい性質があり ま す。こ れは多く の谷が組み合わさ っ た 地形を 見れば

明ら かで あり 、 こ の地形と 地質が原因で 土砂災害が起き やす く な っ て いま す。  

ま た 、 牛田山周辺の

植 生 の 多 く は ア カ マ

ツ 林で 、 広葉樹や常緑

樹、 竹林な ど が一部混

在し て いま すが、 徐々

に 常 緑 樹 林 に 遷 移 す

る 傾向にあり ま す。  

動物について は、 街

中 で も 年 々 目 撃 回 数

が 増 加 傾 向 に あ る イ

ノ シ シ の他、 タ ヌ キや

イ タ チ 、 モ グラ な ど が

見ら れま す。  

こ のよ う に、 広島市

街 地 か ら ほ ど 近 い 距

離にあり な がら 、 豊か

な 自 然 を 有 し て い る

早稲田学区で すが、 土

砂 災 害 と 地 震 に は 十

分な 備え が必要で す。  

 

 ※こ の説明文の一部は、「 牛田山の自然」（ 学校法人広島女学院, 1988 発刊） を 参考に作成し ま し た 。  

 

 

  

牛田学区 

早稲田神社 

早稲田小学校 

広島女学院大学 

早稲田 
学区 

早稲田公民館 

砥
石
谷
川 

牛田山 

尾長山 

神田山 

京
橋
川
→ 

早稲田学区周辺の赤色立体図 
（アジア航測株式会社の特許（第 3670274 号等）を使用した赤色立体図 

及び国土地理院（電子地形図（タイル））を転載加工） 
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２．早稲田学区の歴史 

 早稲田学区は、 以前は牛田学区の一部で し た が、 昭和 55 年（ 1980 年） に広島市立早

稲田小学校が創立さ れたこ と によ り 学区が誕生し ま し た。早稲田学区は、牛田東四丁目、

牛田早稲田三丁目、 牛田早稲田四丁目の全域と 、 牛田東二丁目およ び牛田早稲田二丁目

の一部で 構成さ れて いま す。 早稲田学区に隣接する 学区と し て は、 牛田学区・ 牛田新町

学区のほか、 牛田山周辺の山々の反対側には、 戸坂城山学区、 東浄学区、 中山学区な ど

があり ま す。  

学区内は、 昭和 40 年代から 50 年代にかけて 造成さ れた早稲田団地を 中心と し て 、 そ

のほと んど が住宅地と な っ て いま す。  

そ の後、 平成 7 年（ 1995 年） には広島市立早稲田中学校も 創立さ れたこ と によ り 、

元々あっ た 広島女学院大学、 ゲーン ス 幼稚園と 合わせて 、 高校を 除く 教育機関が整いま

し た 。 さ ら に、 平成 12 年（ 2000 年） には早稲田学区社会福祉協議会が設立さ れ、 平成

14 年（ 2002 年） に早稲田公民館が開館し た こ と で 、 地域活動の基盤も 整備さ れて き ま

し た 。  

早稲田学区で は、 早稲田学区社会福祉協議会が中心と な り 、 各町内会や社協の構成団

体によ る 活動が活発で 、 地域住民が主体と な っ た ま ち づく り も 盛んに行われて いま す。 

 

 

 

  

早稲田学区の位置図（マップは Google earth を使用） 
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３．人口構成 

 早稲田学区は、 早稲田小学校が創立し た 昭和 55 年当時、 人口は 5 千人に満た な い程

度で し た が、 その後牛田早稲田四丁目の区域で マ ン シ ョ ン 建設な ど が相次ぎ 、 早稲田中

学校が創立さ れた 平成 7 年当時の人口は 6, 500 人を 超え て いま す。 その後、 早稲田学区

社協が誕生し た平成 12 年頃には人口が 7 千人に近づき ま し た が、 そ の後は緩やかに減

少し 始め、 平成 27 年に牛田早稲田三丁目内の公務員宿舎削減に伴い、 人口も 世帯数も

大幅に減少し ま し た 。  

 令和３ 年時点で は、 公務員宿舎跡地に新た な 住宅地やマ ン シ ョ ン が建設さ れ、 転入者

が増え て き て いる こ と から 、 全体的な 人口は増加し て いま す。 し かし な がら 、 牛田早稲

田三丁目を 除く 町内は人口が減少傾向にあり 、今後も 緩やかに人口は減少し て いく も の

と 予測さ れま す。  

《早稲田学区 町内会区域別人口グラフ》 

 

 ま た 、 高齢化率について は、 年数の経過と と も に確実に高齢化が進んで おり 、 今後はさ

ら に高齢化が加速し て いく こ と が予測さ れま す。  

《早稲田学区 町内会区域別高齢化率グラフ》 

注）牛田東二丁目、牛田早稲田二丁目は、牛田学区の居住者分も含まれた高齢化率になります。 

■牛田東二丁目上 ■牛田東四丁目 ■牛田早稲田二丁目上 ■牛田早稲田三丁目 ■牛田早稲田四丁目 

4,615 人 

6,583 人 
6,784 人 6,609 人 6,501 人 

5,853 人 5,949 人 

－牛田東二丁目上 －牛田東四丁目 －牛田早稲田二丁目上 －牛田早稲田三丁目 －牛田早稲田四丁目 

早稲田学区全体 
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第４章 テーマ別の防災活動計画 

 

１．自主防災活動に関するテーマの選定 

 早稲田学区地区防災計画で は、 学区における 防災活動の課題を 明ら かにし て 、 そ の課

題への対策を 行う こ と で 、 地域防災力の向上を 目指し ま す。 そ こ で 、 平成３ ０ 年７ 月豪

雨で 明ら かにな っ た 課題に加え て 、自主防災活動に おける 様々な 課題を テ ーマ 別に抽出

し 、 そ の対策の方針と 具体的な 活動を と り ま と めて 計画と し て いま す。 本計画で 選定し

た テ ーマ は、 以下のと おり で す。  

 

 

２．早稲田学区地区防災計画の活動の柱となる方針 

 早稲田学区の防災・ 減災を 進める た めには、 住民の防災に対する 関心を 高め、 必要な

備え を 充実さ せな がら 、 社協や自主防、 町内会な ど によ る 活動を 通じ て 、 いざ と いう 時

にお互いを 助け合え る 関係を 作り な がら 、 防災が特別な も ので はな く 、 日常の生活の一

部と な り 、 文化と し て 定着し て いく よ う な 取り 組みを 進めて いく 必要があり ま す。 こ の

活動における 取り 組みについて 、 当面の活動の柱と な る 方針は以下のと おり と し ま す。 

 

早稲田学区地区防災計画 活動の柱となる方針 

 ●１人の犠牲者も出さないための避難行動計画の作成 

各世帯の条件に あわせた 避難行動や備え につ いて 計画を 作成し 、 こ の計画を 実践で

き る よ う に自主防災活動で 支援し ま す。  
 

 ●避難しやすい避難所の環境整備と分散避難の推進 

避難所のス ト レ ス 軽減のた めの環境整備を 行い、 公的な 避難所等で 収用で き な い 避

難者が出な いよ う 、 在宅避難を 含めた分散避難の取り 組みを 進めま す。  
 

 ●自主防災活動を好循環（スパイラルアップ）させる仕組みの構築 

自主防災活動を 毎年評価し つつ、 新た な 人員の取り 込みな ど 柔軟性を 持っ た 体制を

作り 、 活動の好循環が生ま れる よ う な 仕組みを 構築し ま す。  

 

 

  

１）自主防災組織と活動       ９）在宅避難・分散避難 

２）わせだ防災マップの活用    １０）高齢者・障がい者支援の取り組み  

３）避難所・避難場所       １１）近所・町内会での支え合い 

４）土砂災害への対応       １２）防災の情報発信／広報活動 

５）地震災害への対応       １３）子どもの防災教育 

６）火災への対応         １４）防災講座・ワークショップ 

７）非常持ち出し品・備蓄品    １５）防災訓練・避難体験 

８）避難行動計画の作成 
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３．当面の取り組み内容 

今回の地区防災計画で は、 テ ーマ も 具体的な 活動の内容も あま り に多岐にわたっ て お

り 、 すべて を 同時に実施し て いく こ と は困難で す。 そこ で 、 具体的な 活動のう ち 、 当面

取り 組むべき 活動と し て 、 以下のよ う に位置付けて 整理し ま し た 。  

 

１）早稲田学区社協まちづくりプランとの関係 

 早稲田学区のま ち づく り は、 早稲田学区社協が「 ま ち づく り プ ラ ン 」 と し て ５ か年

計画を 作成し て 進めて いま す。 こ のプ ラ ン には防災について も 計画さ れて おり 、 早稲

田学区地区防災計画は、こ のま ち づく り プ ラ ン の下位に位置する 計画と な っ て いま す。 

 ま ち づく り プ ラ ン で 定めら れた 大き な 方針に基づき 、 地区防災計画で も ５ か年で 取

り 組むべき 内容を 決めて 取り 組み方針と し て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）５か年の取り組み内容の決定 

 非常に多岐にわた る 具体的な 活動について 、 当面取り 組むべき 活動を 抽出し 、 効果

的な 活動を 計画で き る よ う に決めま し た 。 こ こ で いう “ 当面” と は、 社協ま ち づく り

プ ラ ン の計画年次で ある ５ か年で 取り 組むべき も のと し て いま す。  

 今回の地区防災計画で は、 こ の当面取り 組むべき ５ か年の活動内容に つい て 、 各  

テ ーマ の具体的な 活動内容を 示す表の項目を 青字で 示し て いま す。 こ の５ か年で 取り

組む活動内容について は、「 わせだ 防災プ ラ ン 」 で は“ わせだ 防災プ ラ ン で の主な 取り

組み” と し て 内容を 示し て いま す。  

 

 

 

  

早稲田学区社協 
第４次まちづくりプラン 
（令和３～７年度） 

早稲田学区 
地区防災計画 

〔上位となる計画〕 〔下位になる計画〕 

・まちづくりのテーマを決定 

・大きな活動方針の決定 

・詳細な課題の整理 

・具体的な取り組みの提示 

地区防災計画では 

５か年で取り組む 

活動を青字で示す 

わせだ防災プランでは 

５か年で取り組む活動を 

主な取り組みとして示す 



- 22 - 

 

４．各テーマに関する課題・対応策・具体的な活動 

 

テーマ１：自主防災組織と活動 

１）自主防災組織と活動の必要性 

早稲田学区で は、 早稲田学区社会福祉協議会（ 早稲田社協） と そ の構成団体がま ち づ

く り 活動を 実施し て おり 、 早稲田学区自主防災連絡協議会（ わせだ自主防） も その団体

の１ つで す。 学区の自主防災活動はわせだ 自主防が中心と な り 、 各部・ 各団体と 連携し

な がら 活動を 進めて いま すが、組織の機能強化や組織体制を 充実さ せる た めの人員の増

強な ど の課題を 解消し て いき ま す。  

ま た 、 東区役所や東消防署、 牛田・ 早稲田地域包括支援セ ン タ ーな ど 関係機関と 連携

し て 活動を 行いま す。  

 

２）早稲田学区における自主防災組織 

早稲田学区の自主防災組織について は、 P. 6 の解説を 参照 

 

３）「自主防災組織・防災活動」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①： 自主防災組織が組織的に機能していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②：活動の負担が特定の人員に偏る 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決方法 具体的な活動等

地区防災計画（わせだ防災プラン）の作成

社協の構成団体と連携した活動を展開する

自主防災活動がスパイラルアップできる取り組み方針
を決める

自主防の規約の改正や活動計画の作成 明確な目標を持った活動計画を作成

活動内容や目的が分かるマニュアルを作成

自主防災活動が組織的・機能的に実施で
きるように取り組む

解決方法 具体的な活動等

自主防災活動の組織・人員を増強する 役員・理事の役割や構成を見直して機能を強化する

防災士グループを中心に運営機能を強化する

避難所運営要員の増加

サポートメンバーの募集 ボランティアバンクでの募集の推進（人材の発掘）

社協各団体からのサポートメンバーの募集
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４）その他 

（１）早稲田学区における主な自主防災活動 

 早稲田学区で は、平常時から 災害時において 、 各種訓練によ り 自主防災組織や地域

住民のス キルア ッ プ な ど を 図る と と も に、 講座・ 講演会、 ワーク シ ョ ッ プ な ど を 通じ

た 人材育成の取り 組み、 イ ベ ン ト 等によ る 情報発信から 地域住民の防災意識の啓発

活動な ど を 行っ て いま す。  

 ま た 、 災害時には人的な 被害が出な いよ う に、 避難所の開設・ 運営や要支援者への

サポート 活動な ど を 行っ て いま す。  

 平常時の活動 

 １）防災訓練・避難訓練 

 災害時を 想定し て 、避難方法や避難所の運営、初期消火、

救命救急な ど の災害対策活動を 実践的に 訓練し て い ま す。 

 ２）講座・講演会 

 防災に 関する 意識啓発や知識・ 技術を 習得する こ と を 目

的と し て 、専門家を 招い た 講座や講演会を 実施し て い ま す。 

 ３）ワークショップ（ＢＯＳＡＩカフェ） 

 早稲田学区の住民な ど 関係者が集ま り 、 防災に 関す る

様々な 課題に つい て 意見交換し 、 解決策を 考え て い ま す。 

 ４）イベント参加・情報発信 

 公民館ま つり で のア ン ケ ート 調査やパネ ル展示、社協だ

よ り で の情報発信な ど に よ り 意識啓発活動を し て い ま す。 

 災害時の活動 

 ５）避難所開設・運営 

 災害発生の危険度が高ま っ た 場合、早稲田集会所な ど の

避難所を 開設し 、 閉鎖する ま で の運営を 行っ て い ま す。  

 ６）要配慮者へのサポート 

 災害時に 支援が必要と な る 方に つい て 、避難の声かけ や

安否確認、 避難のた めの移動支援な ど を 行い ま す。  

 

 

（２）わせだ防災プランの作成 

 早稲田学区地区防災計画は、 地域防災力向上のた めの様々な 情報が網羅さ れて い

ま すが、 情報量が多すぎ る こ と や、 短期・ 中期・ 長期の取り 組み内容がすべて 記載さ

れて いる こ と から 、 情報の把握や理解が難し く な っ て いま す。  

 そ こ で 、地域活動に関わる 方へ分かり やすく 、

現状で 優先的に 取り 組むべき 活動に 絞り 込ん

だ 実施ガイ ド と し て「 わせだ 防災プ ラ ン 」 を 別

途作成し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

避難移動訓練 

ＢＯＳＡＩカフェ 

避難所運営（早稲田公民館） 
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テーマ２：わせだ防災マップの活用 

１）わせだ防災マップの活用 

早稲田学区で は、 地域独自のわがま ち 防災マ ッ プ と し て 、 2018 年（ 平成 30 年） 3 月

に「 わせだ 防災マ ッ プ 」 を 発行し 、 学区内に全戸配布し ま し た 。 防災マ ッ プ には、 当時

指定さ れた ばかり の土砂災害警戒区域の情報や避難所情報、 さ ら に各世帯で 防災を 考え

る た めの各種情報を 整理し て 掲載し て いま すが、住民の皆さ んが有効に活用で き る よ う

マ ッ プ を 使用し た 活動を 推進する と と も に、 ま ち づく り の状況に合わせて 定期的に マ ッ

プ 内容の更新を 実施し ま す。  

 

２）わせだ防災マップ作成の経緯 

 わせだ 防災マ ッ プ は、 広島市が進める 防災ま ち づく り 事業のメ ニ ュ ーの１ つで あ る

“ わがま ち 防災マ ッ プ 作成” の支援を 受けて 作成し ま し た 。  

作成のス ケ ジ ュ ールは以下の通り で す。  

  平成 28 年 11 月  わせだ防災マ ッ プ 作成委員会設立 

   〃   12 月  作業部会によ る 編集作業開始 

  平成 29 年 1～3 月 ５ つの町内会別にま ち 歩き を 実施 

   〃    5 月  ま ち 歩き 結果のと り ま と め 

   〃    8 月  わせだ 防災マ ッ プ 素案作成 

   〃    9 月  早稲田学区の土砂災害警戒区域の公表 

           （ 防災マ ッ プ の危険箇所範囲の修正）  

   〃   12 月  わせだ 防災マ ッ プ 原稿案の一般公開、 住民ア ン ケ ート 調査 

  平成 30 年  3 月  わせだ 防災マ ッ プ の原稿完成、 印刷 

   〃    4 月  わせだ 防災マ ッ プ  早稲田学区全世帯への全戸配布 

防災マ ッ プ 作成途中に 土砂災害警戒区域の基礎調査が行わ

れ、平成 29 年 9 月に土砂災害警戒区域が公表さ れた こ と から 、

こ の警戒区域の情報を 盛り 込ん で 作成する こ と と な り 、 平成

29 年 12 月に早稲田小学校で 開催さ れた土砂災害警戒区域の地

域説明会を 経て 、 平成 30 年 3 月に初版が完成し ま し た。  

 

 

 

〈わせだ防災マップの作成方針〉 

・自宅から公的な避難場所までの避難を計画できるよう、マップの作成範囲は 

町内会別とせず、学区全体を対象として作成する。 

・見やすく分かりやすいデザインを使用する。 

・土砂災害警戒区域は、特別警戒区域（レッド）と警戒区域（イエロー）を分 

けて表示すると、警戒区域内に住む人が避難を考えないなど備えを怠る危険 

性があるため、あえて色分けせずに表示する。 

・防災マップをきちんと利用できるよう、使用方法や早稲田学区で防災を考え 

るために必要な情報を盛り込み、ガイドブックのような情報を盛り込む。 
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３）「わせだ防災マップの活用」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①： わせだ防災マップの認知度が低い 

 

 

 

 

 

課題②： わせだ防災マップが活用されていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題③： わせだ防災マップの内容が古くなる 

 

 

 

 

 

 

４）その他 

（１）わせだ防災マップの情報の更新 

 初版の防災マ ッ プ を 発行し た 後、 旧公務

員宿舎跡地の開発が進み、 全 131 戸の戸建

住宅が分譲さ れる SATONOWA（ 開発： ト ータ

テ 都市開発） やマ ン シ ョ ン な ど の建築が進

んだ た め、 わせだ 防災プ ラ ン の作成に 合わ

せて 、 令和 4 年 3 月に防災マ ッ プ の情報を

更新し 、再発行を 行いま し た 。再発行し た マ

ッ プ は、 あ ら た めて 学区内の全戸に 配布し

て いま す。  

 

  

解決方法 具体的な活動等

わせだ防災マップの認知度を上げる 社協や各団体の広報ツールで防災マップを紹介する

各種団体の定例会などで紹介してもらう

イベントでわせだ防災マップの利用を呼び掛ける

解決方法 具体的な活動等

防災マップの使い方が分かりづらい 防災マップの「使い方ガイド」を作成する

社協だよりやホームページで使用方法を解説する

町内会や高齢者サロンで活用してもらう

友楽タイムやＰＴＣ活動などでマップを使用した企画
を実施する

各種団体で活用方法を考えてもらう 各種団体の定例会などで活用方法のアイデアを出す

女学院大学の学生に活用方法を考えてもらう

わせだ防災マップの活用を積極的に展開
する

解決方法 具体的な活動等

わせだ防災マップの情報を更新する 防災マップの地図面の情報を更新（SATONOWAなど）

避難情報のレベル設定など各種の情報を更新

更新した情報はホームページ等で随時提供する
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テーマ３：避難所・避難場所 

１）早稲田学区の避難所・避難場所 

早稲田学区で 主要な 避難場所と な る のは早稲田集会所と 早稲田公民館で す。中で も 自

主的に開設も 可能な のは早稲田集会所で すが、場所や避難所と な る 施設と し て の認知度

が低いのが課題と な っ て いま す。  

ま た 、 避難所は、 災害時の自主防災活動の拠点にも な る た め、 資機材の整備や運営要

員の拡大が急務と な っ て いま す。  

 

２）早稲田学区の指定緊急避難場所 

「 指定緊急避難場所」 は、 避難指示な ど 避難情報が出さ れた 場合、 災害の危険から 命

を 守る た めの避難所と し て 開設する 施設で 、 広島市があら かじ め指定し て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新耐震基準……1978 年の宮城県沖地震をきっかけに 1981 年（昭和 56 年）に決められた建築基準です。 

 現行耐震基準…1995 年の阪神淡路大震災をきっかけに 2000 年（平成 12 年）に決められた建築基準です。 

 

３）「避難所・避難場所」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：避難場所としての集会所・公民館の認知度が低い 

 

 

 

 

 

 

解決方法 具体的な活動等

避難所となる早稲田集会所・公民館など
の認知度を上げる

広報ツールやイベントなどで早稲田集会所の避難所利
用を広報する

避難施設を対象としたお試し避難体験などの活動を展
開する

早稲田集会所で防災をテーマとしたイベントを開催する

施設名 早稲田集会所 早稲田公民館

住所 牛田東２丁目12-23 牛田東４丁目19-1

電話番号 082-223-7790 082-502-1239

土砂災害警戒区域 区域外 区域外

耐震基準
1984年建設

新耐震基準を満たす
2002年建設

現行耐震基準を満たす

解説

施設名 早稲田中学校 早稲田小学校

住所 牛田早稲田４丁目15-1 牛田早稲田４丁目9-1

電話番号 082-223-2933 082-228-1140

土砂災害警戒区域 一部区域内 区域内

耐震基準
1995年建設

新耐震基準を満たす
1979年建設

耐震補強工事済み

解説

施設名 広島女学院大学グラウンド

住所 牛田東４丁目13-1

土砂災害警戒区域 区域外

早稲田学区に避難情報が発表された
時に最初に開設される施設です。早
稲田学区自主防災連絡協議会の事務
局もここになります。

早稲田集会所と同時に避難所として
開設されます。ホールが主な避難場
所となります。

災害が発生した場合に、指定避難所
として主に使用する施設になりま
す。

学校の敷地全体が土砂災害警戒区域
に含まれており、夏・秋の大雨の危
険性がある時期は使用が困難です。

解説
地震による建物倒壊や大規模火災の
時に一時的に避難する場所です。



- 27 - 

 

 

課題②：避難所の運営ルールが分かりにくい 

 

 

 

 

課題③：避難場所の資機材が不足している 

 

 

 

 

課題④：避難所の運営要員が足りない 

 

 

 

 

 

４）その他 

（１）早稲田学区における避難所の開設ルール 

 ■大雨（土砂災害）の時の開設ルール 

 大雨によ り 土砂災害発生の危険性がある 場合は、 避難レ ベルによ り 指定緊急避難場

所と な る 早稲田集会所・ 早稲田公民館を 開設し ま す。  

 地域で も 独自に開設、 運営で き る 早稲田集会所だ けで は、 受け入れら れる 避難者の

数があま り に少な いこ と 、 ま た 感染症対策が必要にな る 場合に施設規模が小さ く 対応

が困難で ある こ と な ど から 、 早稲田公民館を 同時に開設し て 一定の避難者を 受け入れ

ら れる よ う にし て いま す。  

 避難場所は、 基本的に広島市から の避難情報が出て から 開設し ま すが、 夜間な ど に

避難情報が出そ う な 場合な ど 、 避難行動が危険な 状況にな る 恐れがある 時は、 早稲田

学区自主防災連絡協議会の判断で 早稲田集会所を 自主的に避難場所と し て 開設する 場

合があり ま す。  

〈 避難所開設の流れ〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決方法 具体的な活動等

避難所の運営ルールを整理する 避難所運営マニュアルを作成（更新）する

避難所開設訓練などで運営ルールをテストする

解決方法 具体的な活動等

避難場所に必要な資機材を整備する 避難所運営に必要な資機材を段階的に調達する

公的に支援してもらえる資機材を確認する

解決方法 具体的な活動等

避難所運営員を増やす 自主防以外で運営に携われる人を増やしていく

負担の少ない避難所の運営方法を検討する
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 ■地震・火災の時の開設ルール 

 地震・ 火災が発生し た 時は、 被災状況を 確認し た う え で 、 早稲田中学校も し く は早

稲田小学校を 指定避難所（ 生活避難場所） と し て 開設し ま す。  

 

（２）避難所運営の班体制とローテーション化 

避難所の運営は、 開設期間が長期間にな っ た 場合に備え て 、 指定緊急避難場所で あ

る 早稲田集会所、 早稲田公民館も 含めて 、 複数の班が交代で ロ ーテ ーシ ョ ン し な がら

運営し ま す。  

以下に、 避難所運営の一例を 示し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）避難所における感染症対策 

令和２ 年から 日本で も 始ま っ た 新型コ ロ ナウイ ルス によ る 感染症への対策によ り 、

避難所の開設や運営の方法を 大き く 変え る 必要性に迫ら れま し た。  

今後、 こ う し た 感染症への対策を 徹底し な ければな ら な い場合、 以下のよ う な 方針

に基づき 対応し ま す。  

・ 避難者の健康状態によ り 避難場所を 仕分け、 ク ラ ス タ ーの発生を 抑え る 。  

   ・ 避難所内で 感染が拡大し な いよ う 、 消毒や避難者の分離な ど の措置を 徹底する 。  

   ・ 保健機関と の連携を 強化する 。  

 

〈避難所の運営ルール〉 

・早稲田集会所、早稲田公民館ともに３班の運営班で構成する。 

・避難所を開設する場合は、班長は各班員の予定を確認する。 

・運営班は５～６名程度で編成し、その中から参加できる班員が避難所運営を 

担当する。 

・班長が確認した各班員の予定から、班長同士でローテーションの順番を調整 

する。 

・運営班の交替は、８時と２０時の１日２交替を基本としてローテーションする。 

ただし、開設時間から交替時間までが２時間以下など、交替の間隔が短くなる 

時は、班長同士で調整する。（下記のケース２のような場合） 

・班長が病気などで対応不可の場合は、各班員で代行できるかどうか調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ケース１：避難所開設が１２時開始だった場合）

●１日目 ●２日目 ●３日目

12時 16時 20時 0時 4時 8時 12時 16時 20時 0時 4時 8時 12時

１班

２班

３班

（ケース２：避難所開設が６時だった場合）

●１日目 ●２日目 ●３日目

8時 12時 16時 20時 0時 4時 8時 12時 16時 20時 0時 4時

１班

２班 ↑８時では交替しない

３班
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（４）避難所開設の情報発信（ホームページ・公式 LINE など） 

避難所の開設状況は、 テ レ ビ やイ ン タ ーネ ッ ト 、 防災メ ール等によ り 情報提供さ れ

ま すが、 こ れら は広島市から 避難情報が発令さ れて 避難場所が開設さ れた 場合のみの

情報提供と な り ま す。  

早稲田学区で は、避難者がで き る だ け安全に避難し て も

ら え る よ う 、天候の悪化や夜にな る 前に自主的に避難所を

開設する 場合も あり 、そ う し た 場合に 避難所を 開設し た こ

と を 地域住民に知ら せる 必要があり ま す。  

そ こ で 、可能な かぎ り 避難所が開設さ れた こ と を 迅速に

知ら せる よ う に、 早稲田学区社協の公式 LI NE やわせだ 自

主防のホームページ な ど によ り 情報提供を 行いま す。  

 

 

 

 

 

（５）早稲田集会所の駐車場の確保（牛田早稲田第二公園の開放） 

早稲田集会所には、 最大で も ５ 台ま で し か駐車で き ず、 車で 避難し て く る 方への対

応に課題があり ま す。  

そ こ で 、 避難所開設時に集会所の駐車場が足ら な く な っ た 場合に備え て 集会所の近

隣にある 牛田早稲田第二公園を 開放し て 駐車ス ペース と し て 利用する こ と にな っ て い

ま す。 こ の場合、 公園入り 口にある 車止めを 外し て 出入口を 確保し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）早稲田学区における指定緊急避難場所の変遷 

早稲田学区の公的な 避難場所の中で 指定緊急避難場所は、 当初、 早稲田小学校で し

た 。 し かし な がら 、 早稲田小学校は学区の中で も 最も 標高の高い位置にあっ て 移動が

大変で ある こ と に加え 、 校舎が土砂災害（ 急傾斜地） の危険箇所に含ま れて いる こ と

も あり 、 平成２ ０ 年に指定緊急避難場所が早稲田中学校に変更と な り ま し た 。  

そ の後、 平成３ ０ 年１ 月に早稲田学区の土砂災害警戒区域が告示さ れ、 早稲田中学

校の避難場所と な っ て いた 体育館や中学校につな がる 唯一の市道も 警戒区域に含ま れ

た こ と から 、平成３ ０ 年よ り 指定緊急避難場所は早稲田集会所に変更にな っ て いま す。 

 

  

牛田早稲田第二公園 牛田早稲田第二公園 入り口の車止め 

早稲田社協 公式 LINE 



- 30 - 

 

 

テーマ４：土砂災害への対応 

１）土砂災害への備え 

広島市で は、 平成 26 年 8 月に発生し た広島土砂災害に続き 、 平成 30 年 7 月に発生し

た 西日本豪雨で も 各地で 甚大な 被害が発生し 、 早稲田学区も 土砂災害によ り 被災し ま し

た 。 過去、 平成 11 年 6 月にも 大規模な 土砂災害を 経験し て いる にも かかわら ず、 災害

に対する 備え は十分に進んで いま せん。  

大雨が原因で 発生する 災害で あり 、 気象情報な ど を 参考に早めに確実な 避難を 行う こ

と で 被害を 軽減で き る た め、 避難行動計画な ど を 活用し た 備え を 進めて いき ま す。  

 

２）「土砂災害への対応」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①： 自宅などの土砂災害危険場所の把握ができていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②： 早めの避難ができていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）その他 

（１）早稲田学区で想定される土砂災害 

 早稲田学区で は、「 土石流」 と 「 がけ崩れ（ 急傾斜地崩壊）」 に警戒が必要で す。  

 【 土 石 流】 岩や木な ど が集中豪雨な ど で 大量の水と 混じ り 、 津波のよ う に谷間から 流

出する も ので 、 広範囲に甚大な 被害が発生する こ と があり ま す。  

 【 がけ崩れ】 雨がし み込んだり する こ と で 斜面がゆる んで 崩れ落ち る 現象で 、 突然起こ

る こ と も あり ま す。 地震が原因で 発生する こ と も あり ま す。  

 

  

解決方法 具体的な活動等

わせだ防災マップを活用する 防災マップの利用方法を説明する勉強会を行う

町内会・サロン・学校で防災マップの講習会を開催

土砂災害の種類と備えについて広報する

公民館で災害に関する市民講座を開催する

過去の災害史を整理して伝承する 牛田地域の過去の災害について調査しまとめる

牛田の災害史を編集し広報紙や勉強会で伝承する

学区における土砂災害の危険性や特性に
ついて理解してもらう

解決方法 具体的な活動等

防災関係の情報への理解を深める 避難情報や気象情報などの勉強会を開催する

効果的な情報収集の方法を整理し広報する

情報入手が困難な方への支援方法を検討する

土砂災害に対する危険度に応じたエリア分けを行う

避難行動計画の説明会（作成会）を開催する

危険なエリアの住民の避難が確実に実行されるよう訓
練・意見交換などを行う

避難アンケートにより避難の課題を整理する

危険な区域に住む方の確実な避難を進め
る
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（２）早稲田学区の土砂災害警戒区域の告示（指定） 

 早稲田学区の土砂災害警戒区域は、 以下の手順によ り 告示さ れま し た。  

〔 告示ま で の手順〕  

平成 28 年 7 月  警戒区域に関する 基礎調査開始 

    平成 29 年 9 月  土砂災害警戒区域の公表 

     〃   12 月  土砂災害警戒区域に関する 地域説明会（ 早稲田小学校）  

    平成 30 年 1 月  土砂災害警戒区域の告示 

 

（３）早稲田学区における土砂災害の数値データ 

 早稲田学区を 構成する ５ つの町内会における 、 土石流・ がけ崩れの危険箇所数、 警

戒区域内に含ま れる 世帯数は下表の通り と な っ て いま す。  

 

上記の表のと おり 、 牛田東四丁目町内会と 牛田早稲田二丁目上町内会の区域は、ほ

と んど の世帯が土砂災害の警戒区域に含ま れて おり 、 確実な 避難行動が必要で す。  

 

 

  

■町内会エリア別　土砂災害警戒区域内の世帯数

エリア
土石流

警戒区域内
がけ崩れ

警戒区域内
（参考）
世帯数

牛田東二丁目上町内会 61戸 148戸 785戸

牛田東四丁目町内会 167戸 87戸 201戸

牛田早稲田二丁目上町内会 244戸 180戸 403戸

牛田早稲田三丁目町内会 31戸 37戸 536戸

牛田早稲田四丁目町内会 248戸 237戸 913戸

※数値は令和４年１月時点のもの

■町内会エリア別　土砂災害の危険箇所数

エリア 土石流危険渓流数 がけ崩れ危険箇所数

牛田東二丁目上町内会 4渓流 7箇所

牛田東四丁目町内会 5渓流 10箇所

牛田早稲田二丁目上町内会 4渓流 8箇所

牛田早稲田三丁目町内会 3渓流 3箇所

牛田早稲田四丁目町内会 4渓流 2箇所

※数値は令和４年１月時点のもの
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（４）土砂災害から住民と地域を守るための取り組み 

 土砂災害から 命を 守る た めには、 危険な 場所に いる 人が早めに避難す る 必要があ

り ま す。 た だ し 、 公表さ れて いる 土砂災害警戒区域の情報は、 実際の危険度を 必ずし

も 正確に示し て いな い場合も あり 、 ワーク シ ョ ッ プ やア ン ケート 結果な ど で は、そ れ

が警戒区域の情報が住民の避難につな がり にく いこ と が分かっ て き ま し た 。  

 そ こ で 、 よ り 具体的に 土砂災害が発生する 時の避難を う な がすた めの取り 組みに

ついて 、 以下の３ つのス テ ッ プ によ り 進めま す。  

 

  ステップ１ 

  危険なエリア、要注意エリア、安全なエリアを分ける 

広島県が公表し て いる 土砂災害警戒区域を 参考に、 町内会と 相談し た う え で 、 以

下の区分で エ リ ア の危険性を 分類し ま す。  

 ①危険なエリア 

特別警戒区域内 も し く は 

危険な 渓流・ がけ沿いの場所 

 ②要注意エリア 

警戒区域内で 危険な エ リ ア に 

含ま れな い場所 

 ③安全なエリア 

上記以外の場所 

 

  

 

 

 

  ステップ２ 

  避難行動計画で避難・備えのルールを決める 

ス テ ッ プ １ で「 危険な エ リ ア 」「 要注意エ リ ア 」 と

な っ た 場所の世帯を 中心に、 避難行動計画で 避難行

動と 備え について ルールを 決めて も ら う よ う 、 わせ

だ 自主防や町内会主催の説明会な ど で 取り 組みま す。 

 

 

  ステップ３ 

  避難が確実に実行されるよう訓練・意見交換などを行う 

主に危険な エ リ ア の住民に対し て 、 避難が確実に

行われる よ う 避難訓練やお試し 避難体験な ど を 行い

ま す。 ま た 、 避難における 課題な ど に ついて ワーク

シ ョ ッ プ な ど で 意見交換し 、 解決に取り 組みま す。  

 

 

避難行動に関する説明会 

避難所への避難訓練 
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テーマ５：地震災害への対応 

１）地震災害への備え 

予測不能な 地震に対し て 被害を 最小限に抑え る た めに、家具の転倒防止対策や非常持

ち 出し 品の準備、 耐震性能チ ェ ッ ク の呼びかけな ど 、 自助によ る 日頃の備え を 促進し ま

す。 ま た 、 被災後の確実な 避難や迅速な 救助活動を する た めに、 近助や共助によ る 支援

体制を 整え ら れる よ う に取り 組みま す。  

 

２）「地震災害への対応」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①： 地震時の対応力が不足している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②： 発生時の適切な行動が分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決方法 具体的な活動等

日頃の備えの大切さを定期的に広報する 社協だよりなどにより地震の備えを広報する

イベント時の広報活動などで備えの必要性を伝える

危険箇所や防災上の問題点の把握 地震時の危険箇所について地図で整理する

防災ウォーキングなどで確認をしてもらう

防災資機材の整備、点検を行う 自主防で発動発電機など必要な資機材を調達する

備蓄資機材を点検し、使用方法を確認しておく

まち歩きや図上訓練などにより災害時の行動イメージ
を共有する

災害時にお互いを支援できるよう顔の見える関係づく
りを行う

学区や町内会ごとの避難訓練などを通じて効果的な自
主防災活動を考える

自主防災活動を円滑にする関係づくりを
進める

解決方法 具体的な活動等

高齢者世帯などへの家具の転倒防止支援を実施する

自宅の耐震性能チェックなど減災の取り組みを進める

地震への備えや行動などを学べる「家庭の防災教室」
の開催

「防災教室ひろしまＪプログラム」を活用する

実際の防災行動を訓練で身に着ける シェイクアウト訓練（一斉防災訓練）の実施

各町内会ごとの小規模訓練を実施する

緊急時の連絡手段の方法を学ぶ 町内での緊急時の連絡網を整備する

要配慮者への緊急時の連絡網を整備する

家の中での安全を確保する 防災士が要配慮者の家の点検を行う

地震に関する防災知識の普及・啓発を図
る
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３）早稲田学区における大規模盛土造成地マップ 

 2004 年（ 平成 16 年） に発生し た 新潟県中越地震な ど 過去の大き な 地震で 盛土部分の

変動によ り 、 地すべり やがけ崩れによ る 被害が発生し たこ と から 、 全国で 大規模盛土造

成地の箇所を 示す大規模盛土造成地マ ッ プ が公表さ れて いま す。  

 早稲田学区にも こ の大規模盛土造成地が存在し て いま す。 こ の造成地はすべて が危険

な 土地と いう わけで はあり ま せんが、地盤調査な ど によ り 安全性が確認さ れな い限り は、

被害が発生する 場合への備え が必要にな り ま す。  

 ■早稲田学区の大規模盛土造成地マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2020 撮影の航空写真（Google マップより）  

広島市ホームページより転載加工 

1961～1969 年代の航空写真 

国土地理院 地理院地図（電子国土 Web）

（https://maps.gsi.go.jp/）の年代別の写真 

（1961～1969 年）を使用 

https://maps.gsi.go.jp/
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４）その他 

（１）家具の転倒防止 

 過去の震災で は、 家具や冷蔵庫な ど の下敷き

と な っ て 亡く な る 方が最も 多く な っ て い ま す。

大切な 命を 守る た めに 、 家具な ど に 合わせた 転

倒防止器具の取り 付けが必要で す。  

 

 

 

（２）自宅の耐震性能をチェックする 

自分の生命と 財産を 守る た めには、 自宅の耐震性能を 確認する 必要があり ま す 。

最終的な 診断は専門家が行う 必要があり ま すが、 それが難し い方も 多いた め、 簡易

な チ ェ ッ ク 方法も 使用し な がら 、 耐震性能の点検を 進めま す。  

  ①わせだ式耐震チェックポイント 

一戸建て の場合、 下記の簡易な チ ェ ッ ク で 耐震の安全性を 点検する こ と が可能で

す。 自分で チ ェ ッ ク し たり 、 避難行動計画の作成時、 ワーク シ ョ ッ プ の場な ど で 使

用し た り で き ま す。  

 

 

 

 

 
  

  ②誰でもできるわが家の耐震診断 

一戸建て （ 木造） の場合は、 ( 一財) 日本建築防災協会のホ ームページ な ど で 簡単

な チ ェ ッ ク が行え ま す。  

 

 

 

スマホの方はこちらのＱＲコードから ⇒ 
 

  ③専門家による耐震診断 

最終的には建築士によ る 専門的な 耐震診断を 行い、 耐震性能が基準を 満たし て い

る か確認が必要にな り ま す。 広島市で は、 昭和 56 年 5 月以前に建築が着工さ れた

戸建木造住宅、 分譲マ ン シ ョ ン について は、 耐震診断費用の補助制度があり ま す。

「 広島市住宅耐震診断補助」 で 調べら れま す。  

 

（３）地震への備えや行動などを学べる「家庭の防災教室」を開催 

家具の固定や自宅の耐震診断に加え 、 ラ イ フ ラ イ ン が停止し た 場合の備え 、 地震

直後の行動な ど を 学べる「 家庭の防災教室」 を 開催し 、自助の意識啓発を 行いま す。  

 

  

■固定しておいた方が良いもの 
・タンス ・冷蔵庫 ・食器棚 ・大型テレビ など 

🔍誰でもできるわが家の耐震診断 

冷蔵庫・食器棚の転倒防止 
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（４）被災後の自主防災活動でお互いが支え合える関係を作る 

地震後に地域で 助け合う た めには、 普段から お互いに顔や名前が分かる 関係を 作

り 、 避難や救助の流れを 想定し た 訓練を 行い、 いざ と いう 時に行動で き る よ う 準備

が必要で す。  
  

 ①まち歩きで危険な場所を把握する 

地図を 見な がら 町内を 住民同士で 一緒にま わり 、 町内の危険箇所や防災上の問題

点な ど を 参加者全員で 確認し て おき ま す。  

 

 ②災害図上訓練で避難行動や救助活動における役割や課題を考える 

ま ち 歩き で 確認し た 情報な ど を 参考に、 防災マ ッ プ を 使っ て 避難行動や救助活動

を イ メ ージ し て 図上訓練を 行い、 住民同士の役割分担や防災活動における 課題な ど

を 把握し ま す。  

 

 ③災害時の自主防災活動に必要なものを準備する 

ま ち 歩き や災害図上訓練で 出さ れた 課題に対し て 、 地域と し て ど のよ う な 対策を

すべき か相談し 、 で き る こ と から 準備を し ま す。  

 

 

 

 

 

 

④避難訓練や防災訓練で効果的に活動できるように備える 

準備し た対策が機能し 、 問題な く 対応で き る か避難訓練な ど で 確認し ま す。 ま

た 、 防災訓練な ど で 資機材な ど が適切に使用で き る か確認し 、 必要で あれば実技訓

練な ど で 必要な 技術を 習得で き る よ う に備え ま す。  

 

 

 

  

●準備する対策の例 

 ・要配慮者リストの作成と支援者の選定 

 ・食料などの備蓄品や発動発電機などの資機材の調達 

 ・避難や安否確認、災害情報などの情報伝達方法の確認 

 ・通常の地域行事への参加による住民同士の交流 
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テーマ６：火災への対応 

１）火災への備え 

平成２ ８ 年( ２ ０ １ ６ 年) １ ２ 月に新潟県糸魚川市で 発生し た 大規模火災の原因は１

軒の火の消し 忘れによ る も ので し た 。 火災は、 個々の防火意識や初期消火の対応な ど

によ り 被害を 防止する こ と がで き る ため、 自主防災活動と し て 、 防火の対策や正し い

消火方法について 広報や訓練を 行い備え て おく 必要があり ま す。  

 

２ ）「 火災への対応」 における 課題・ 解決方法・ 具体的な 活動等 

課題①： 防火意識が十分でない 

 

 

 

 

 

 

 
  

課題②： 初期消火活動の対応能力が不足している 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）その他 

（１）自宅でできる防火対策を促進する 

 ①火災を感知するための取り組み 

火災発生時の逃げ遅れを 防ぐ た め、 平成１ ８ 年( ２ ０ ０ ６ 年) に全て の住宅について

火災報知器の設置が義務付けら れま し た。 設置から 10 年以上経過し て いる 報知器は

劣化に伴う 取り 換え の点検が必要で すので 、 定期的な 点検の実施に関する 呼びかけに

加え て 、 こ れら の注意喚起を 行いま す。  
  

②自宅の防火対策のチェック 

右のチ ェ ッ ク リ ス ト で 防火対策の

チ ェ ッ ク を し ま す。 そ の他、 防炎カ

ーテ ン や防炎カ ーペッ ト への切り 替

え や、 火災発生の原因と な る 配線回

り の整理な ど も 有効で すので 、 こ れ

ら について も 広報し て いき ま す。  

 

解決方法 具体的な活動等

自宅でできる防火対策を確実にする 消火器・火災報知器の定期点検、交換を呼びかける

年末防火パトロールの時に説明する

小学生作成の防火ポスターの募集、掲示を行う

教宣資料の作成・配布 火災予防のチラシを作成し配布する

社協だより、ホームページやＳＮＳの活用して火災へ
の注意喚起を行う

解決方法 具体的な活動等

消火器・火災報知器等の設置の拡大 火災報知器設置の点検、追加設置を呼び掛ける

消火器（エアゾール式を含む）の設置を呼びかける

防火訓練等の実施 マンションでの訓練を実施する

町内会（戸建て住宅）での訓練を実施する

消防署・消防団との連携 東消防署や牛田分団との連携して訓練を実施する
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（２）初期消火の対応能力を高める取り組み 

 ①消火器（エアゾール式を含む）の設置の促進 

消火に欠かせな い消火器の設置は、 初期消火を する た めに必須にな り ま す。  

消火器は水や湿気が少な い場所に 設置し 、 交換時期を 過ぎ て いな いか定期的に確認

が必要で す。 通常の消火器が重く て 使用が難し い場合は、 エ ア ゾ ール式簡易消火器な

ど を 備え て おく よ う に呼びかけま す。  
  

 ②消火器の使用方法を周知する 

消火器はいざ と いう 時に慌て な いよ う に、 正し い使用方法を 知っ て おく こ と が大切

で ある た め、 使用方法と 注意点を 周知し て おき ま す。  

 

 

 

 
 

 ③マンションなど集合住宅の消火設備 

マ ン シ ョ ン な ど で 行う 消火訓練・ 点検な ど に参加し 、 設置し て ある 消火設備が使用

で き る よ う に確認する よ う 広報を 行いま す。  

 

（３）年末防火防犯パトロールの活動 

 各町内会単位で 実施さ れて いる 年末の

防火防犯パト ロ ールで は、「 火の用心」

の掛け声で 防火活動が呼びかけら れま

す。 こ のパト ロ ールの機会を 活用し て 、

参加者と 初期消火の必要性や各家庭で で

き る 防火対策について 確認を 行いま す。  

 

 

  

■消火器の使用方法 

① 安全ピンを抜いて 

② ホースを火元に向け 

③ レバーを強くにぎる 

■使用における注意点 

・火元から２～３ｍの距離で使用する 

・消火剤は 15 秒でなくなる。 

・消火の限界は炎が天井に届くまで 

年末防火防犯パトロール 
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テーマ７：非常持ち出し品・備蓄品 

１）災害発生時に自主防災活動の機能を左右する個人の備え 

災害が起こ り そう な 時の避難所運営で は、 避難者そ れぞれの事情に合わせた 要求にす

べて 応え る こ と は困難で す。 ま た 、 災害が起こ っ た 時、 備え 不足の世帯のた めに、 被災

し て 本当に困っ て いる 方への支援が不十分にな っ て し ま う 危険性も あり ま す。  

こ のよ う な 事態を 避ける た め、各自が必要と な る 物を 自ら 備え 災害直後は自立し た 避

難生活がで き る よ う 備え の呼びかけや各種の情報提供な ど を 行いま す。  

 

２）「非常持ち出し品・備蓄品」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：非常持ち出し品や備蓄品に必要な物や必要量が分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②：備蓄品の保管場所の確保が難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）その他 

（１）非常持ち出し品・備蓄品の準備について広報する 

 「 非常持ち 出し 品」 は、 地震の直後や急な 大雨の時で も すぐ に持ち 出せる よ う 、 各

個人が必要と する も のを リ ュ ッ ク な ど に入れて 準備する も ので す。  

 「 備蓄品」 は、 在宅避難の時やラ イ フ ラ イ ン が止ま っ て し ま っ た 場合に、 支援が来

る ま で 自宅で の生活に必要な 備え で す。  

 こ の非常持ち 出し 品、 備蓄品は各個人によ っ て 必要な 物は異な る も のの、 全く 不要

な 方はいな いので 、 各自で 準備し て も ら う よ う に広報し ま す。  
  

  

解決方法 具体的な活動等

非常持ち出し品・備蓄品のリストを掲載
しているわせだ防災マップを活用する

町内会や学校、各種イベントなどでわせだ防災マップ
を利用した勉強会を実施

高齢者サロンでわせだ防災マップの説明会を開催

非常持ち出し品の展示で広報する 公民館の非常持ち出し品展示で必要品・必要量を広報

備蓄品をテストする在宅避難体験会を開催

｢マイ防災バッグ｣の講習会を開催

要配慮者に必要な物を広報する 高齢者向け、乳幼児のいる家庭向け、子ども向けなど
の持ち出し品・備蓄品を検討し広報する

アレルギー対応の備蓄品について広報する

解決方法 具体的な活動等

ローリングストックの活用を浸透させる 社協だよりやホームページを通じてローリングストッ
クについて広報する

広島女学院大学から生活備蓄について提案してもらう

ローリングストック用レシピの料理教室を開催する

在宅避難用の備蓄品について広報する 在宅避難に必要な備蓄品の必要量を検討する

在宅避難用の備蓄品必要量・保管場所を広報する
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（２）早稲田公民館での非常持ち出し品の展示 

 早稲田公民館で は、 毎年、 防災の日がある ９ 月に１ 階ロ ビ ーにて 非常持ち 出し 品の

グッ ズ展示を 行っ て いま す。 こ の展示で は、 非常持ち 出し 品と し て リ ュ ッ ク な ど に入

れる グッ ズを 紹介する と と も に、 備蓄品も 含めた備え の必要性を 考え て も ら う ための

パネ ル展示も 合わせて 行っ て いま す。  

 今後も 非常持ち 出し 品・ 備蓄品の備え を 通じ た防災対策の必要性が伝え ら れる よ う

広報に取り 組んで いき ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ローリングストックの取り組み 

普段から 少し 多めに食材・ 加工品を 買っ て おき 、 使っ たら 使っ た分だ け新し く 買い

足し て いく こ と で 常に一定量の食料や飲料水を 備蓄する 方法で す。 災害用に備蓄品を

準備する には保管場所な ど の問題があり ま すが、 ロ ーリ ン グス ト ッ ク によ り 効率的に

備蓄が可能にな り ま す。  

こ のロ ーリ ン グス ト ッ ク について 、 各家庭で の理解や取り 組みが進むよ う に広報活

動や講習会な ど で 取り 組んで いき ま す。  

 

 

  

公民館での非常持ち出し品展示 防災パネル展示 
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テーマ８：避難行動計画の作成 

１）早稲田学区で最も重要な活動である避難行動計画の作成 

避難行動計画と は、 こ れから 起こ る かも し れな い災害に対し 、 家族構成や地域特性な

ど 各自の条件に合わせた備え や避難行動を あら かじ め計画し て おく 事で す。自ら 計画を

立て る こ と は避難行動への動機と な り 、 確実な 避難に結びつく こ と が期待さ れま す。  

早稲田学区で は、 地域内の全て の世帯で 避難行動計画を 作成し 、 実行で き る 環境の整

備を 進めま す。  

 

 

２）早稲田学区社協まちづくりプランにも目標としている避難行動計画の作成 

早稲田学区社協の第３ 次ま ち づく り プ ラ ン『 住み続けた い

ま ち ・ わせだ 』 で は、 ま ち づく り のテ ーマ “ 安心・ 安全に暮

ら せる ま ち づく り ” の取り 組みと し て「 避難行動計画の作成」

の活動が目標の１ つにな っ て いま す。  

早稲田学区地区防災計画で は、 こ のま ち づく り プ ラ ン の目

標を 踏ま え 、 計画の活動の柱と な る 方針と し て「 １ 人の犠牲

者も 出さ な いための避難行動計画の作成」 を 掲げて おり 、 最

重点目標と し て 取り 組むこ と にし て いま す。  

 

 

３）「避難行動計画の作成」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：避難行動計画を自発的に考えてもらうことが難しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②：避難行動計画を作っても実行されない  

 

 

 

 

 

 

 

 

解決方法 具体的な活動等

誰でも避難行動計画を簡単に作成できるツール「わが
家の避難計画」を作成する

「わが家の避難計画」を学区内全戸に配布する

マイタイムラインにより危険区域の住民
の確実な避難を目指す

ひろしまマイタイムラインを早稲田学区オリジナル版
にした計画ツールを作成する

自主防や町内会でマイタイムライン作成のための作成
会、勉強会を開催する

危険区域の住民には具体的な避難行動を計画できるマ
イタイムラインで取り組む

各種イベントでの作成会を開催

「わが家の避難計画」により避難行動を
うながす

解決方法 具体的な活動等

自分で考えて計画を決めてもらう マイタイムライン説明会を開催し計画を立ててもらう

避難しやすい環境を支援する 避難所および避難所運営を改善する

避難の移動を支援する

在宅避難・分散避難の取り組みを進める 在宅避難に必要な備えについて広報する

分散避難の考え方について広報する
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４）その他 

（１）学区内住民全員を対象とした「わが家の避難計画」の作成 

誰で も 簡単に避難行動計画を 考え ら れる 「 わが家の避難計画シ ート 」 と 「 避難判

断シ ート 」 によ り 、 基本的な 避難行動を 計画し ま す。 こ の避難計画は、 学区内住民

全員を 対象と し て 取り 組みま す。  
  

  ■わが家の避難計画シート 

災害時の避難行動を 考え る た めに最低限必要な 以下の４ 項目と 避難する のに必要

な 時間を 書いて おく シ ート で す。  

 

 

 

 

 
  

  ■避難判断シート 

わが家の避難計画シ ート で 計画する 行動について 、 フ ロ ーチ ャ ート で 分かり やす

く 考え る こ と がで き る シ ート で す。“ わせだ 防災マ ッ プ ” を 参考に、 ｢はい｣｢いい

え ｣を 選んで いく だ けで 必要な 避難行動や避難する タ イ ミ ン グが判断で き ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      わが家の避難計画シート           避難判断シート 

 

  

《避難行動の４項目》 

 １）避難先の決定（在宅避難かどこかに避難か) 

 ２）避難のタイミング(いつ避難するか) 

 ３）避難行動を一緒にする人（誰と避難するか） 

 ４）移動手段（どうやって避難するか）   
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（２）危険区域の住民を中心とした「わせだ防災マイタイムライン」の作成 

土砂災害に対し て 危険な 区域内に住む方について は、 よ り 具体的に避難のタ イ ミ

ン グや避難行動の内容を 計画と し て 決めて おく 必要があり ま す。 ま た 、 こ の計画を

自ら 作成する こ と で 、 計画の実行性を 高める こ と につな がり ま す。  
 

  ■わせだ防災マイタイムライン・プランシート 

広島県が作成し た 「 ひろ し ま マ イ タ イ ムラ イ ン 」 を 早稲田学区版と し て 改良し た

も ので 、 学区内における 避難所の開設状況な ど を 時系列によ り 具体的にま と めて

いま す。 想定災害は土砂災害にな っ て いま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わせだ防災マイタイムライン」プランシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わせだ防災マイタイムライン」ガイダンスシート 
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  ■わせだ防災マイタイムライン 行動シール 

マ イ タ イ ムラ イ ン で 考え る 避難行動や様々な 備え について 書き 込んで プ ラ ン シ ー

ト に貼り 付ける シ ールで す。  

「 非常持ち 出し 品の準備」 な ど 基本的な 行動や備え はあら かじ め印刷さ れて いま

す。 自分に関する 「 行動シ ール」 と 、 近所に関係する 「 近所シ ール」 を 用意し て

いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 行動シ ールの一例）  
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（３）わせだ防災マイタイムライン作成会の開催 

わせだ 防災マ イ タ イ ムラ イ ン の作成は、 基礎

的な 防災の知識と 作成の意志が必要で あり 、 配

布し て 受け取っ て も すぐ には作成さ れな い可能

性があり ま す。  

そ こ で 、 土砂災害に対し て わせだ 自主防や町

内会主催で 特に危険な 地域にお住ま いの方か

ら 、 防災士な ど が作成方法を サポート する 作成

会を 開催し 、 わせだ 防災マ イ タ イ ムラ イ ン の作

成を 進めま す。  

 

 

（４）個別避難計画の各資料の配布ほか展開 

「 わが家の避難計画」 について は、「 わせだ 防災プ ラ ン ・ 家庭版」 と 「 わせだ防災

マ ッ プ （ 令和４ 年３ 月修正版）」 と 一緒に、 令和４ 年４ 月に町内会の加入の有無にか

かわら ず早稲田学区全戸に配布し 、 各世帯が独自に避難計画を 考え ら れる よ う に展開

し ま し た。  

「 わせだ防災マ イ タ イ ムラ イ ン 」 は配布し て も 各世帯で 勝手に作成する こ と は難し

いと 思われる ため、 全世帯分を 事務局で 保管し 、 作成会な ど が開催さ れる 時に 、 行動

シ ールな ど 関係資料と 合わせて そ の都度提供する よ う にし て い ま す。  

ま た 、 すべて の資料について は、 わせだ自主防のホ ームページ にある 「 資料集」 の

ページ にお いて 、 ダ ウン ロ ード し て 使用出来る よ う にし 、 個人やグループ 、 町内会な

ど で も 任意で 利用で き る よ う 展開し て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   わせだ防災プラン・家庭版  

 

  

わせだ防災マイタイムラインの作成会 
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テーマ９：在宅避難・分散避難 

１）自宅が安全であれば「在宅避難」が基本 

自宅が災害に対し て 安全で あれば、 避難所に避難する だ けで な く 、 あえ て 自宅にと

ど ま る 「 在宅避難」 と いう 方法があり ま す。 例え ば、 マ ン シ ョ ン は土砂災害に対し て

は強く 、 在宅避難が基本と な り ま す（ マ ン シ ョ ン によ っ て は２ 階ま で の低層階で は立

ち 退き 避難が必要にな り ま す）。在宅避難は避難生活によ る ス ト レ ス の防止な ど メ リ ッ

ト も 多いた め、 早稲田学区で も 在宅避難を 選択し て も ら う 取り 組みを 進めま す。  

 

２）分散避難の必要性 

早稲田学区の公的な 避難所に学区住民全員を 受け入れる こ と は不可能で ある こ と 、

心身的な 事情な ど によ り 避難所で 過ご すこ と がで き な い方がいる こ と な ど から 、 公的

な 避難所以外に安全に過ご すこ と がで き る 場所がある 方は、 在宅避難も 含めて そち ら

に避難し て も ら う こ と で 、 確実な 避難行動がと れる よ う な 取り 組みを 行いま す。  

 

３）「在宅避難・分散避難」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：在宅避難で良いか判断が難しい 

 

 

 

 

 

 
 

課題②：在宅避難時の備えが不十分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題③：分散避難の考えが浸透していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決方法 具体的な活動等

在宅避難を選択する判断基準を示す 一戸建てで在宅避難が可能な場合の考え方を整理する

マンションはすべて在宅避難で良いか整理する

安全な区域にいる人へ在宅避難を推奨する

広報紙やチラシ配布,ホームページなどにより在宅避
難の考え方を広報する

解決方法 具体的な活動等

分散避難の考え方を広める チラシなどで分散避難の考え方を周知する

社協だよりやホームページで分散避難を広報する

分散避難に関する説明会（勉強会）を開催する

分散避難時の備えを考える 公的な避難所以外に避難する場合の備えについて整理
し広報する

分散避難の状況や支援ニーズの把握方法を検討する

解決方法 具体的な活動等

備蓄品の備蓄方法を明確にする 避難行動計画による在宅避難時の備えを考える活動を
展開する

イベント時の広報活動などで在宅避難を選択する人へ
の備えを考えてもらう

ライフラインが止まった時の備えについても検討する

在宅避難時の連絡体制を確立する 在宅避難者で支援が必要な人の把握方法を検討する

一人暮らしの高齢者などの状況把握方法を整備する

地震に対する備えを確保する 家具の転倒防止、落下防止について広報する

地震時の初期対応について広報する
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４）その他 

（１）在宅避難の判断基準を考える 

在宅避難を する 方には、 積極的に在宅避難を 選択し て も ら え る よ う 、 判断基準を

示す必要があり ま す。  

在宅避難を する ・ し な いの選択は、 以下の項目で 基準を 考え ま す。  

 

   ・自宅が災害に対して危険な場所にあるかどうか 

   ・自宅の建物が堅牢かどうか（マンションなど） 

   ・病気・介護や移動支援の条件から在宅避難が可能かどうか 

 

（２）在宅避難をするために備える 

的確な 在宅避難を し て も ら う ために、 避難行動計画の作成会やイ ベン ト 時の広報

活動な ど を 通じ て 、 在宅避難の備え を 進めま す。  

在宅避難のた めの備え と し て は、 以下のよ う な ポイ ン ト があり ま す。  

◎備蓄品の準備 

◎家の安全性の確認（家具の転倒防止など） 

◎火災への備え 

◎在宅避難をしていることを地域に伝える 

 

（３）分散避難の考え方の展開 

 ①避難行動計画を使用した分散避難の取り組み 

避難行動計画を 使用し て 、 自ら の避難先を 具体的に考え て も ら う と と も に、 在宅

避難を 含めた そ の避難先に対する 備え について も 考え て も ら いま す。  

 ②分散避難の取り組みについての情報発信 

在宅避難や公的な 避難場所へ避難する 選択肢を 含め、 自ら が避難し やすい場所へ

早めに避難する こ と で 、 よ り 確実に命を 守る 行動がと れる よ う 、 広報紙やイ ベン ト

で の広報活動を 通じ て 情報を 発信し ま す。  

 

（４）在宅避難者・車中泊避難者への支援方法の検討 

在宅避難の場合、 状況によ っ て は孤立状態と な る 危険性があり ま す。  

在宅避難者の安否確認や必要物資の支援活動、 情報提供な ど 地域で 支え あう ため

の仕組み作り を 行いま す。 ま た、 事情によ り 車中泊避難を し な いと いけな い方への

支援方法も 検討し ま す。  

 

 

 

 

 

  

《在宅避難・車中泊避難者への支援項目》 

 ・在宅避難者で支援が必要な人の把握  ・在宅避難者等の支援ニーズの把握 

 ・食事や健康管理が必要な人への支援  ・車中泊避難者の避難場所の確保 

 ・在宅避難者等への支援情報ほかの提供 ・車中泊避難者の自宅の防犯対策 
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テーマ１０：高齢者・障がい者支援の取り組み 

１）高齢者・障がい者への支援が大切なわけ 

東日本大震災で は、 被災地全体の死亡者のう ち ６ ５ 歳以上の高齢の方の死者数は約

６ 割、 障がいのある 方の死亡率は被災地全体の死亡率の約２ 倍に上っ た と さ れて いま

す。 災害時の犠牲者を 減ら すた めには、 ま ず高齢者や障がいのある 方への支援が必要

で あり 、 早稲田学区で も 様々な 支援を 進めま す。  

 

２）「高齢者・障がい者支援」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：高齢者が被害に遭いやすい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題②：高齢者の避難所生活環境の改善が必要  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課題③：障がい者への支援ができていない  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※「 個別支援計画」 は「 個別避難計画」 と も いいま す。  

解決方法 具体的な活動等

早稲田集会所のバリアフリー化など環境の改善

目隠しやベッドなど避難生活の環境改善に努める

避難所環境改善についてアンケート調査を実施

福祉避難所の活用を図る 関係機関、民生委員の協力により利用対象者を把握

福祉避難所の積極的な活用と避難所での福祉スペース
の確保

専門家などによる勉強会を防災カフェ等で実施

避難行動要支援者が避難しやすい環境を
整備する

解決方法 具体的な活動等

支援が必要な世帯の把握と個別支援計
画※の作成

避難行動計画作成やアンケート調査による支援が必要
な世帯の把握

要支援者リストの活用

民生委員との連携による要配慮世帯のニーズ把握

支援が必要な世帯・個人の個別支援計画を作成し支援
体制を整える

町内会・老人クラブ等の連携により情報を把握

避難行動要支援者と地域支援者をつなぐ
活動を進める

要支援の高齢者と自主防・民生委員など地域支援者と
の勉強会や訓練の実施

ボランティアバンク登録者とのつながりを仲介する

要配慮者への個別支援計画を作成する

解決方法 具体的な活動等

障がい者への支援方法の学習 障がい者への支援希望内容についてニーズを調査

支援ニーズに対する支援方法について勉強会を開催

障がい者と支援者をつなぐ 民生委員との連携による要支援世帯のニーズ把握

障がい者支援についてニーズを確認し、支援方法の勉
強会を開催する

避難訓練、避難所体験への参加の呼びかけ

個別支援計画を作成して支援を図る 要支援者の個別支援計画を作成する
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３）その他 

（１）避難行動要支援者の把握と個別支援計画の作成 

 ①支援を必要とする人を把握する 

広島市から 提供さ れる 「 避難行動要支援者名簿（ 同意者リ ス ト ）」 の対象者に加

え 、 各町内会単位で 避難行動計画の作成結果について 、 ア ン ケ ート 調査な ど によ り

支援を 必要と する 高齢者や障がい者の把握に努めま す。  

 

 ②個別支援計画の作成 

支援を 必要と する 高齢者や障がい者と その家族やケ ア マ ネージ ャ ーな ど 関係者と

相談し な がら 、 誰が・ いつ・ ど のよ う に支援を する のかを 決め、 個別の支援計画を

作成し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）勉強会や訓練を通じて支援方法を確認する 

災害時や避難が必要な 時に上手に支援を 行う た めに、 支援が必要な 方と 地域の支援

者が勉強会や訓練を 通じ て 意見交換し 、 支援方法を 確認し ま す。  

 

（３）早稲田学区内の支援体制を整える 

避難行動要支援者を 含めた 要配慮者と 一緒に助かる た めには、 支援者が日常から 要

配慮者と 交流し て 関係作り を 行いま す。  

ま た 、 要配慮者の生活を 支援し て いる 関係機関と も 連携する こ と で 、 災害時に適切

な 支援が行え る よ う に取り 組みま す。 さ ら に、 避難時に最も 支障と な る 移動方法の確

保について も 、 福祉施設の車いす対応車両の利用な ど がで き る よ う に取り 組みま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■個別支援計画で決める内容 

 ①要支援者の氏名・住所・生年月日・電話番号 

 ②要支援者の家族状況・緊急時の連絡先 

 ③介護や障害など支援が必要な理由、内容 

 ④利用中の医療福祉サービス 

 ⑤支援予定者（地域内・地域外）の情報 

 ⑥避難予定先、避難所での配慮事項    
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（４）早稲田集会所のバリアフリー化 

早稲田集会所で は１ 階のト イ レ を 多目的型ト イ レ

に改修する と と も に、 玄関の段差の解消、 手すり の

設置な ど を 行い、 バリ ア フ リ ー化を 進めて いま す。  

 

 

 

 

（５）福祉避難所の利用と避難所内の福祉スペースの確保 

 ①福祉避難所の利用 

福祉避難所と は、 高齢者や障がい者な ど 専門的な ケ

ア が必要な 避難者が利用で き る 避難所で す。 福祉避難

所の利用方法と し て は、 以下の方法があり ま す。  

 ①広島市が協定を 締結し て いる 施設に入所する  

 ②日常的に利用し て いる 施設に直接避難する  

福祉避難所の利用を 確実に行う た めに、 個別支援計画

を 作成し 、 避難準備を 進めて おく 必要があり ま す。  
  

※②の方法は、 日常的に利用し て いる 施設が広島市の

福祉避難所と し て 協定を 締結し た う え で ､受け入れ

について 調整し て おく 必要があり ま す。  

 

 ②指定緊急避難場所内に福祉スペースを確保する 

災害が起こ り そう な 場合に開設さ れる 指定緊急避難場所において も 、 避難者の特性

に合わせた 対応がで き る よ う 、 早稲田集会所およ び早稲田公民館で の福祉ス ペース 確

保の取り 組みを 進めま す。  

 

 

 

 

 

 

 

  

■指定緊急避難場所での福祉スペース確保のための取り組み 

 ・対応しやすい個室、プライバシー保護区画の確保   

 ・段ボールベッド、パーティションなどの資材確保 

 ・サポートスタッフの確保、研修の実施 

 ・外部支援団体との連携強化 

早稲田集会所の多目的型トイレ 
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テーマ１１：近所・町内会での支え合い 

１）声かけ避難や被災時の救助では「近助」の力が大切 

阪神淡路大震災で は、 倒壊し た 建物から 救出さ れた 人のう ち 、 約８ 割が家族や近隣

住民によ り 救出さ れて いま す。 ま た 、 平成３ ０ 年７ 月の西日本豪雨災害な ど 近年の豪

雨災害で は、 近所や町内会で の声かけによ り 避難し て 被災を ま ぬがれた 方が多く いま

す。 こ のよ う に災害が起こ る 前、 ある いは起こ っ た 直後に減災が期待で き る 関係づく

り について 町内会な ど を 中心と し て 取り 組みま す。  

 

２）「近所・町内会での支え合い」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：近所付き合いが少ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題②：町内で支え合う関係作りが不足している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）その他 

（１）町内の交流活動で顔の見える関係作り 

近所に住んで いて も 、 よ く 知ら な い人を 助けた り 、 助けを 求めたり する こ と は難し

いも ので す。 そこ で 、 いざ と いう 時にお互いが助け合え る よ う 、 お祭り や清掃活動な

ど 様々な 交流活動を 通じ て 、 顔の見え る 関係作り が大切にな り ま す。  

 

 

解決方法 具体的な活動等

住民同士が交流できる機会を増やす 声かけ避難訓練やぼうさい茶話会の開催

町内会での（防災に限らない）交流イベント実施

サロン内での防災講座の実施

中高生や女学院の学生にイベントの手伝いを依頼

世代間の趣味などの交流の場づくり 子育て世代のサークルづくり

魅力的な老人会活動を創出する

青年会（オヤジの会）による活動を行う

ハイキングやデイキャンプなど趣味の活動による交流
活動を行う

解決方法 具体的な活動等

“共助”の仕組みを作る 自主防災会（防災部門）の設立、活性化

地域ささえ合いマップの作成して支援の関係を作る

グループLINEなどによるご近所ネットワーク作り

玄関前へ有事に手伝えるという意思表示をする
(ステッカー等)

支援が必要な人を把握する 要支援者リストを活用する

住民アンケートにより支援のニーズを確認する

町内会と民生委員などが連携して支援が必要な人を把
握する

老人会との連携して支援が必要な人を把握する
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（２）支援が必要な人を把握する 

 ①要支援者リストを活用する 

要支援者リ ス ト は、 支援を 必要と する 方が支援を 求める 意思を 示し て いる も ので

す。 早稲田学区で は、 平成 30 年 7 月の西日本豪雨災害で 要支援者リ ス ト の活用がで

き な かっ た こ と が、 自主防災活動の課題の１ つで し た 。  

要支援者リ ス ト にある 方の情報を 把握し 、 個別支援計画を 作成し て 確実な 支援がで

き る よ う な 取り 組みが重要で す。  
  

 ②住民アンケートにより支援のニーズを確認する 

要支援者リ ス ト に名前がな く て も 、 個人や家庭の事情によ り 災害時の支援を 必要と

し て いる 方がいる 可能性があり ま す。 災害対策基本法に定める 要配慮者の方はも と よ

り 、 そ れ以外で も 支援を 必要と し て いる 方がいな いか確認する ため、 早稲田学区の全

住民を 対象と し た 住民ア ン ケ ート を 実施し 、 支援を 希望する 方と そ のニ ーズを 確認し

ま す。  

確認し たニ ーズについて は、 地域と し て ど のよ う な 支援が可能か検討し 、 自主防や

町内会な ど 各種団体や外部から の支援者を 含めて 、 支援計画を 作成し て 支援希望者と

相談し ま す。  
 

 ③町内会と民生委員などが連携して支援が必要な人を把握する 

町内会や民生委員で 把握し て いる 情報の中で 、 災害時に支援が必要と 思われる 世帯

や個人について は、 支援が必要かど う かを 確認し ま す。 支援を 希望さ れた 場合は、 地

域と し て ど のよ う な 支援が可能か検討し 、 直接的・ 間接的にかかわら ず支援方法を 希

望者と 相談し ま す。  

 

（３）地域ささえ合いマップの作成 

町内で 災害時に支援が必要な 方と 、 支援で き

る 人と を マ ッ プ を 使っ て 整理し て おく こ と で 、

具体的な 支援活動につな げま す。  

さ さ え 合いマ ッ プ は、 防災に限ら ず日常の

高齢者・ 子ど も の見守り 活動な ど にも 活用で

き ま す。  

 

（４）自主防災組織などによる共助の取り組みを進める 

町内に自主防災組織を 作り 、 避難や災害が起こ っ た 場合のすみやかな 支援について

備え て おく こ と で 、 被災時の被害を 減ら すこ と がで き ま す。  

「 避難行動計画」 の作成や高齢者サロ ン で 「 わせだ 防災マ ッ プ 」 を 活用し た 講座な

ど を 通じ て 、 防災意識を 高めて おく こ と も 大切で す。  

 

  

ささえ合いマップのイメージ 
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テーマ１２：防災の情報発信／広報活動 

１）防災への関心を高め「＋防災」につながる情報の発信 

防災の情報は、 生活の中で 接する 機会が少な く 、 毎年のよ う に提供さ れる 情報が変

わっ て いく こ と も あり 、 理解が進ま な い状況にあり ま す。 そ こ で 、 早稲田学区で 真に

必要な 情報を 整理し 、 様々な 方法やタ イ ミ ン グで 発信し 、 分かり やすい広報活動を 展

開し て いく こ と で 、 日常生活に「 ＋防災」 がで き る よ う 取り 組みま す 。  

 

２）「防災の情報発信／広報活動」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：防災の情報が伝わりにくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②：情報発信の機会が限られている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決方法 具体的な活動等

人が集まる機会で情報発信を行う 町内会のイベントで防災の情報を発信する

各町内のサロンでの情報発信

各種イベントに防災コーナーを取り込んでもらう

様々な情報の受け手に対応できる広報活
動を展開する

紙媒体、ホームページ、ＳＮＳ、イベントなど様々な
方法で広報活動を行う

学区内の様々なグループLINEで情報を流してもらう

掲示板や回覧、チラシなど従来からあるツールの活用
を考え広報する

解決方法 具体的な活動等

生活に密着した情報を発信する 生活に身近な防災の情報を発信する

早稲田学区の取り組みについて情報を発信する

災害の危険性を分かりやすく伝える 本当に必要な防災の情報が何かを選ぶ

専門用語なども分かりやすいように伝え方を考える

地域イベントでの情報発信

早稲田集会所が指定緊急避難場所である
ことを広報

早稲田集会所で訓練や防災イベントを開催し、指定緊
急避難場所であることを情報発信する

社協だよりやホームページで広報する

日常から災害発生まで様々な状況に応じ
た情報を提供する

社協だよりやホームページ、SNSなどを活用して場面
に応じた情報を発信する

社協公式LINEなどでリアルタイムの情報を発信

メルポコを利用して防災情報を提供する

広報ツール別に有効な発信情報を整理 各ツールで有効な内容で情報を発信

社協広報部と連携して継続的な広報活動を実施

ＳＮＳを利用した情報発信を行う

防災情報の用語解説を作成 社協だより、ホームページで用語解説を掲載
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３）その他 

（１）各段階での情報発信方法 

防災は日頃から の備え が最も 大切で ある た め、 平常時の防災に関する 意識啓発が重

要で す。 ま た 、 災害の危険性が高ま る 時は、 行政機関や気象庁な ど が発表する 情報の

中から 、 住民自ら が必要な 情報を 収集し 行動で き る よ う 、 情報収集・ 整理の方法を 理

解し て おいて も ら う 活動も 大切にな り ま す。  

一方、 災害が発生し た 場合は、 被災者の方がいち 早く 生活再建な ど がで き る よ う

に、 罹災証明の取得方法な ど 必要な 情報を 提供し 、 地域の早い復旧につな げら れる よ

う あら かじ め準備し て おき ま す。  

 

 

（２）各ツールでの広報 

社協だより（ 早稲田学区社会福祉協議会 発行）  

 毎月発行さ れ、 早稲田学区内の町内会加入世帯へ全戸配布さ れて いる 紙媒体の広報

ツ ール。 早稲田公民館や早稲田集会所で も 手に入る 他、 デジ タ ルデータ は、 社協ホ ー

ムページ で も 提供さ れて いる 。 高齢者な ど デジ タ ルよ り も ア ナロ グな 情報を 好む人に

有効な ツ ール。  
  

社協ホームページ（ 早稲田学区社会福祉協議会 運営）  

 社協広報部が運営する 公式ホームページ 。 各種イ ベン ト の情報や緊急で はな いがタ

イ ムリ ーな 情報が発信さ れて いる 。  
 

 早稲田学区社協公式 LINE（ 早稲田学区社会福祉協議会 運営）  

 プ ッ シ ュ 型で 情報を 発信で き る 、 ホームページ よ り も リ ア ルタ イ ムで 伝え た い情報

を 伝え る のに適し て いる ツ ール。 早稲田学区で の避難所開設状況や、 災害の発生情報

な ど も 迅速に伝え る こ と がで き る 。  
  

リーフレット配布 

 社協だ よ り で は伝え き れな い情報や、 特集情報な ど を 紙媒体で 情報発信する ツ ー

ル。 早稲田学区で は、 新型コ ロ ナウイ ルス 関係の防災情報やわせだ 防災プ ラ ン ・ 家庭

版な ど を 作成し て 全戸配布し て いる 。  
 

わせだ自主防ホームページ（ 早稲田学区自主防災連絡協議会 運営）  

 早稲田学区地区防災計画（ わせだ 防災プ ラ ン を 含む） を 広報する こ と を 目的と し て

開設さ れた ホ ームページ 。 社協公式ホームページ で は掲載で き な い、 わせだ 防災プ ラ

ン の冊子やわせだ 防災マ ッ プ な ど 容量の大き な 情報も 掲載し て いる 。 その他、 わせだ

自主防の各種活動報告な ど も 情報提供し て いる 。  
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（３）イベントでの広報活動 

早稲田学区の住民が集ま る イ ベン ト で の広報活動は、 各種広報ツ ールによ る 単方向

で の情報発信と は異な り 、 イ ベン ト 参加者と の双方向で の情報発信、 共有がで き る 貴

重な 機会で す。  

こ れま で も 、 早稲田公民館で 開催さ れる ふれあい祭り やふゆま つり な ど で 防災コ ー

ナーを 設置し 、 パネル展示やク イ ズ、 ア ン ケ ート な ど を 通じ て 防災に関する 広報活動

を 展開し て いま す。  

今後は、 防災フ ェ ス タ のよ う な 防災を 主と し た イ ベン ト な ど も 企画し 、 よ り 防災に

関する 広報活動がで き る よ う に取り 組んで いき ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

      公民館ふれあい祭り         ふゆまつり防災コーナー 

 

（４）ちゅピＣＯＭとの情報提携 

リ ア ルタ イ ムに地域で の災害情報を 提供する た

めの試みと し て 、 ケーブ ルテ レ ビ のち ゅ ピ Ｃ Ｏ Ｍ

と 提携し 、 災害情報やラ イ フ ラ イ ン 情報、 避難状

況の情報提供を 行っ て いま す。  

学区内で 被災情報や災害につな がる 危険性のあ

る 情報な ど があっ た 場合は、 画像や動画と と も に

専用 LI NE で 情報を ち ゅ ピ Ｃ Ｏ Ｍ に送信し 、 そ の映

像情報がすみやかにケ ーブ ルテ レ ビ を 通じ て 提供

さ れる こ と で 、 学区内の住民も 情報入手がで き る

仕組みで す。  
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テーマ１３：子どもの防災教育 

１）子どもの防災教育の取り組みが大切なわけ 

防災を 文化と し て 日常の一部と する た めには、 子ど も の時から 防災を 感じ 、 防災に

ついて 考え る こ と が出来る よ う な 取り 組みが必要で す。 こ のた め、 幼児の時期から 防

災に触れ、学び、体験し な がら 感性を 養い、いざ と いう 時に自分で 行動で き る よ う に、

学校な ど の教育機関と 連携し て 早稲田学区内で 取り 組みま す。  

 

２）早稲田学区における子ども防災教育のプログラム 

こ れま で 小学校や中学校で 個別に行っ て き た 防災の取り 組みについて つな がり を 持

た せな がら 、 子ど も た ち の成長に合わせた 方法で 教育内容を ス テ ッ プ ア ッ プ さ せ、 学

校で の防災教育が効果的な も のと な る よ う 地域で も 支援し ま す。 防災教育のス テ ッ プ

ア ッ プ は、 以下のよ う な 方針で 取り 組みま す。  

 

   ステップ１：防災体験 （幼児以上） 

イ ベン ト な ど で 防災に様々な 形で 見る ・ 触れ

る ・ 感じ る 機会を 作り 、 防災を 体験し な がら

感性を 養いま す。  

  

   ステップ２：防災学習 （小学３～６年生） 

授業や地域活動で 防災について 必要な 知識や

考え 方を 学び、 自ら 考え て 行動がで き る 知恵

を 取得し ま す。  

 

   ステップ３：防災実践 （中学生） 

災害発生時に自ら が率先し て 行動で き る よ う

実践教育を する と と も に、 日常も 地域の防災

行事に参加し ま す。  

 

 

 

  

小学校３年生のまち探検 

防災クイズラリー（ふゆまつり） 

早稲田中学校での防災学習 
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３）「子どもの防災教育」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①： 子どもの防災教育の取り組みが乏しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②： 防災教育が学校まかせになっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）その他 

（１）防災教育について情報交換できる機会づくり 

早稲田学区自主防災連絡協議会の総会や役員会を 基本と し て 、 各団体で 実施する 防

災教育の取り 組みについて 、 計画や実施し た 成果な ど について 情報交換で き る 機会を

つく り 、 今後の活動を 検討し ま す。  

 

 

 

  

解決方法 具体的な活動等

地域と教育機関が協働して防災教育・防
災活動を行う

地域と学校が協働で防災教育・活動のメニューを検討
し実行する

女学院大学・ゲーンス幼稚園と協同で子ども防災教育
のメニューを検討する

防災教育と連携した防災イベントを開催する

防災教育イベントを開催し理解を進める 防災ウォークラリーの実施

子ども防災キャンプの実施

解決方法 具体的な活動等

地域で防災教育の取り組みを充実させる 幼稚園から中学校まで連携した防災教育のプログラム
を作る

子どもの防災教育について関係者が情報交換できる機
会をつくる

ジュニアリーダーを育成する

ＰＴＣと連携した防災学習の取り組みを実施する

地域で防災教育のフォロー活動を行う

小学校での防災教育の取り組みを充実 小学校と協働で防災教育のメニューを検討し実行する

安全マップ活動（３年生）の成果を継承する

中学校での防災教育の取り組みを充実 防災教育のメニューを授業計画に入れてもらう

中学生が主体となる防災活動を実施する

中学校ＰＴＡと連携した取り組みを実施

未就学児の防災教育を考える ゲーンス幼稚園で体験型防災学習を行う
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（２）ジュニア防災リーダーの育成 

子ど も た ち が主体的に防災への関心を も っ て も ら え る よ う 、 ジ ュ ニ ア 防災リ ーダ ー

を 選任し て 、 日常の防災イ ベン ト な ど に関わっ て も ら いま す。 ジ ュ ニ ア 防災リ ーダ ー

は、 防災キャ ン プ な ど で 防災に関する 知恵や技術を 学んで も ら っ た り 、 自ら 企画し た

防災イ ベン ト を 運営し て も ら っ た り し な がら 、 いざ と いう 時に率先し て 行動で き る よ

う 育成し ま す。  

 ①ジュニア防災リーダーの役割 

・ 中学生・ 小学生が防災リ ーダーと し て 、 積極的に地域の防災活動に参加する 。  

・ 防災を テ ーマ に子ど も た ち が参加する イ ベン ト の企画、 運営を 行う 。  

・ そ れぞれの視点で 考え た 、 地域防災の活動について 堤案する 。  

 ②主な活動内容 

１ ） 友楽タ イ ム（ 特に防災系企画） への参加 

２ ） わせだ 自主防の防災活動への参加 

３ ） ジ ュ ニ ア 防災リ ーダーミ ーテ ィ ン グで の企画提案 

４ ） ジ ュ ニ ア 防災セ ミ ナーへの参加（ ジ ュ ニ ア 防災士資格の取得）  

 ③募集・任命方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ジュニア防災士テスト 

・ 全３ ０ 問、 ２ ４ 点以上正解で 合格（ 防災士試験と 同じ 条件）  

・ 合格者には、 ジ ュ ニ ア 防災リ ーダ ー認定カ ード を 授与 

 

（３）広島女学院大学やゲーンス幼稚園と協同した防災学習 

広島女学院大学と の協同によ り 、 子ど も の新た な 防災学習に取り 組みま す。 ロ ーリ

ン グス ト ッ ク によ る 非常食レ シ ピ の料理教室や子ど も 目線で の避難所運営学習な ど 、

大学の特長を 活かし た 防災学習を 地域と 一緒に実施し ま す。  

ま た 、 ゲーン ス 幼稚園で は幼児の時期から ふれあう こ と ので き る 防災体験を 考え て

いき ま す。  
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（４）地域と学校の協働による防災教育 

子ど も の防災教育を 学校ま かせにせず、 地域と 役割分担を し な がら 協働で 防災教

育に取り 組みま す。 学校の授業と 地域活動で の防災イ ベン ト を 連携さ せる こ と で 、

相乗効果を 図り ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）早稲田中学校 防災学習プログラム 

 早稲田中学校で は、 総合的な 学習の時間における 全体テ ーマ 「 地域社会で 共に生

き る 」 に沿っ た 内容と し て 、 地域の防災について 生徒が自分た ち にど のよ う な 取り

組みがで き る のか探究する 活動を 通し て 、 地域の防災にと っ て 必要な 知識・ 技能を

理解し 、 地域の防災の在り 方を 考え 、 学んだ こ と を 生活や行動に活かす精神の育成

がで き る よ う 、 防災学習のプ ロ グラ ムを 作成し 、 学校と 地域が連携し な がら 取り 組

みを 進めて いま す。  

 プ ロ グラ ムの内容は、 毎年、 学校と 地域が相談し な がら 作成し ま すが、 学年ご と

の目標は、 以下のよ う に計画し て いま す。  

●１年生：地域と防災の基本を学び、災害時の自らの行動を計画する 

●２年生：災害に対する備えの理解を深め、実践的に行動できる基礎をつくる 

●３年生：自分が地域のために何ができるかを考え具体化する。 

 

（６）教職員向け防災勉強会の開催 

 学校と 地域が連携し て 防災教育に取り 組むた めには、 学校の教職員の方々が地域

の特性や防災に関する 取り 組みを 理解し て も ら う と と も に、 地域も 学校で ど のよ う

な 学習を し て いる のか理解する 必要があり ま す。 ま た 、 防災に関する 課題や対策に

ついて 意見交換を 行い、 一体と な っ て 防災への取り 組みを 進める 必要があ り ま す。  

 そ こ で 、 毎年、 中学校・ 小学校の両方で 防災勉強会を 開催し 、 地域と 学校と の連

携を 深めて いま す。  
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テーマ１４：防災講座・ワークショップ 

１）地域防災力の基礎をつくる防災講座とワークショップ 

早稲田学区の地域特性に沿っ た 防災講座は、 各世帯の防災力や自主防災活動の知識

を 深め、 意識を 高めま す。 ま た 、 日常は地域活動に関わら な い人も 一緒にな り 、 ワー

ク シ ョ ッ プ な ど で 楽し く 学び、 自ら 考え 、 意見交換する こ と で 様々な 問題の解決方法

を 見出すと と も に、 そ こ で の交流によ る ネッ ト ワーク が地域防災力の基礎と な り 、 災

害時に活かさ れま す。  

 

２）「防災講座・ワークショップ」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：講座などへの参加者が限られる（少ない）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

課題②：講座やワークショップのための予算や人員を十分に確保できない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

解決方法 具体的な活動等

幅広い層が参加できる講座やイベントを
開催する

ふれあい祭りやふゆまつり、盆踊り大会など既存イベ
ントを活用した講座の開催

非常持ち出し品の展示に合わせ勉強会を実施

高齢者サロンやＰＴＣ活動などで「＋防災」を取り込
んだ活動の展開

ワークショップ「ＢＯＳＡＩカフェ」の
展開

ＢＯＳＡＩカフェを定例で開催し､様々なテーマで意
見交換を行う

町内会や各団体でもワークショップの開催を目指す

親子で一緒に参加できるイベントの開催 防災クイズラリーの実施

友楽タイムで防災工作などのイベントを実施

防災ウォークラリーの開催

解決方法 具体的な活動等

既存の資料・機材の活用 わせだ防災マップを活用した勉強会を実施

サロンなどでたちまち防災を活用した勉強会を実施

わせだ防災マイタイムラインの作成による講座・ワー
クショップを実施

ロケットストーブを使った防災クッキングの実施

外部団体との連携による講座を開催する 広島市防災士ネットワークとの連携による講座の開催

損保ジャパンとの連携による防災ジャパンダの開催

比治山大学地域連携センターに依頼して講座を開催

先進的な取り組みを実施している団体を招致した講座
などの開催

公民館主催事業として実施 災害時に役立つ防災レシピ講座の開催

早稲田アカデミーで防災に関する講座を開催

在宅避難のすすめ講座の開催
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３）その他 

（１）ワークショップ「ＢＯＳＡＩカフェ」の展開 

わせだ 防災プ ラ ン 作成に地域住民の声を 反映さ せる た めに、 ワーク シ ョ ッ プ 「 Ｂ Ｏ

Ｓ Ａ Ｉ （ ぼう さ い） カ フ ェ 」 を 立ち 上げま し た 。 今後は、 よ り 防災が住民の暮ら し や

地域活動と し て 定着する よ う に展開を 図り ま す。  

ワーク シ ョ ッ プ で は、 世代や性別を 隔て る こ と な く 、 参加者が一緒にま ち づく り の

課題について 意見を 交換し 、 早稲田学区の未来像を 語れる よ う に取り 組みま す。  

《これまでのＢＯＳＡＩカフェの開催》 

 

（２）既存の資料を活用した防災講座の開催 

早稲田学区や行政機関な ど が作成し て いる 資料やツ ールを 活用し 、 防災講座を 開催

し ま す。 資料には、 以下のよ う な も のがあり ま す。  

・ わせだ防災マ ッ プ         ・ わせだ 防災マ イ タ イ ムラ イ ン  

・ わが家の避難計画        ・ わせだ 防災駅伝（ ク イ ズすご ろ く ）  

・ た ち ま ち 防災（ 広島市発行）    ・ 防災カ ード ゲーム「 シ ャ ッ フ ル」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

わせだ防災マップ わが家の避難計画 わせだ防災駅伝 たちまち防災 

 Ｏ

5903224
テキストボックス
Ｏ
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（３）幅広い層に「＋防災」を加える防災講座の開催 

防災を 日常の生活へと 結びつける た め、 早稲田学区の防災士グループ が中心と な っ

て 防災講座を 企画し 、 年齢や性別を 問わず防災を 身近な も のと し て 考え る こ と がで き

る 機会を 作り ま す。 町内会や高齢者サロ ン 、 Ｐ Ｔ Ｃ な ど で 楽し く 学べる 機会づく り や

「 避難行動計画」 の作成会の開催、 小学校・ 中学校で の防災授業な ど で 様々な 講座を

開催し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）早稲田学区の防災と関わる外部団体の防災講座の開催 

日常に「 ＋防災」 を し たり 、 様々な 課題に取り 組んだ り する た めには、 学区外で

色々な 活動を 実践し て いる 各種団体によ る 講座が有効で す。  

こ れま で 早稲田学区の自主防災活動に関わっ た 団体や先進的な 活動を し て いる 団体

によ る 防災講座も 実施し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

早稲田２丁目上サロンでの防災講座 早稲田小３年生の巨大安全マップ作り 

（早稲田公民館） 

災害ＮＧＯ結 前原代表による講演 

（早稲田集会所） 

広島市防災士ネットワーク 柳迫代表による講演 

（早稲田公民館） 
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テーマ１５：防災訓練・避難体験 

１）｢知識｣を｢行動｣につなげるための防災訓練 

各種講座やワ ー ク シ ョ ッ プ で 得た 知識は、

行動へと つな げる こ と で 防災活動に 結びつ

き ま す。そこ で 、訓練で 体験し て おく こ と で

無意識に行動で き る よ う 取り 組みま す。  

訓練に は子ど も の時から 参加し 、 町内会

や学区全体で の訓練を 重ねて 意識付け を 図

る と と も に 、 訓練を 通じ た ネ ッ ト ワ ーク を

作り ま す 。 訓練で 明ら かに な っ た 課題は自

主防災活動の課題と し て 対策を 進めま す。  

 

 

２）「防災訓練・避難体験」における課題・解決方法・具体的な活動等 

課題①：訓練参加者が積極的に参加できずお客さんになってしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題②：訓練の参加者が少ない（あるいは限定される） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防災訓練による地域防災力向上のイメージ 

解決方法 具体的な活動等

実践力を上げるための基本的な訓練の継
続

避難所開設訓練、避難所運営訓練、救急救命訓練など
は毎年開催

参加者が主役になる訓練の開催 避難所運営を参加者で実施する訓練を開催

近所の声かけ避難訓練を開催

大学生が企画する防災訓練を開催する

子どもリーダーによる防災訓練を開催する

全員参加型の総合防災訓練の開催 ５年に１回程度、学区全体での大規模な全員参加型の
総合防災訓練を開催

町内会単位での総合防災訓練を実施する

解決方法 具体的な活動等

世代を選ばず楽しめるイベント型の訓練
を開催

早稲田集会所で開催する防災フェスタで体験型訓練を
実施

ウォークラリーなど防災系スポーツイベントの開催

早稲田集会所でのお試し避難体験を実施

「食」に特化した防災訓練を開催

学生ボランティアに訓練に参加してもらう

カープ選手参加の防災訓練を実施する

訓練参加の募集・呼びかけを強化する 訓練開催を様々な方法で周知し参加を呼びかける

町内会以外のネットワークで参加を呼びかける
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３）その他 

（１）毎年開催する基本的な訓練 

避難所関係の訓練や救急救命訓練な ど 、 以下に示

すよ う な 基本的な 訓練は毎年継続的に開催し 、 地域

防災力の基礎を 固めま す。  

 

 

 

 

（２）大規模参加型の総合防災訓練の開催 

５ 年に１ 回を 目途に、 地域住民が多数参加する 総合防災訓練を 開催し ま す。  

総合防災訓練で は、 わせだ 自主防を 含めた 参加者が連帯感を 強め、 各種団体の連携を

確認で き る よ う に取り 組みま す。  

 

（３）お試し避難体験の実施 

早稲田学区で 土砂災害な ど の危険性が特に高い場所に住んで いる 方を 対象と し た

「 お試し 避難体験」 を 展開し て いま す。 お試し 避難体験で は、 早稲田集会所で の避難

生活を 模擬体験で 理解し て いただ く と と も に、 避難所の在り 方の課題について も 意見

を お聞き し て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）防災系スポーツイベントの開催 

防災ウォ ーク ラ リ ーやク イ ズラ リ ーな ど 様々な 人が参加し やすいイ ベン ト や、 町民

運動会で 防災系の種目を 入れたり する こ と で 、 楽し みな がら 体験で き る 訓練を 実施し

ま す。  

 

 

 

  

《毎年開催する基本的な訓練》 

 ・避難所開設・運営訓練  ・普通救命講習 

 ・声かけ避難訓練     ・子ども防災訓練 
普通救命講習 

避難所に関する意見交換 避難所での就寝体験 
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第５章 持続的な活動を推進するための取り組み 

 

１．行政機関との連携 

 地域の防災への取り 組みを 進めて い く た めには、“ 公助” を 担う 行政機関と の連携が

欠かせま せん。行政機関のそれぞれの役割を 理解し 、連携を 深めて いく こ と が大切で す。 

 

_東区役所の役割  

①地域起こし推進課 - 自主防災活動の相談窓口 

自主防災活動や地域コ ミ ュ ニ テ ィ 活動全般の相談窓口で す。 広島市が進める 「 防災

ま ち づく り 事業」 の窓口業務を はじ め、 防災訓練・ 防災講座の開催、 避難所運営の支

援な ど 様々な 取り 組みを 進めて おり 、 学区の自主防災活動を 進める た めにな く て はな

ら な い存在で す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域支えあい課  – 高齢者・ 障がい 者・ 乳幼児な ど 保健、 福祉の相談窓口 

高齢者や障がい者、 乳幼児な ど に関する 保健、 医

療、 福祉に関する 相談窓口にな り ま す。 災害が発生

し た 時の避難者や被災者の健康管理や福祉対策に対

応し て く れま す。 災害時に円滑な 支援を し て も ら う

た めに、 平常時から で き る 形で 連携を し て おく こ と

が大切で す。  

 

③維持管理課 – 河川や道路の維持管理を 担当 

河川・ 水路や道路の維持管理を 担当し て いま す。

河川や道路の破損は、 災害の被害を 拡大し た り 、 避

難の支障にな っ た り する 場合がある ため、 早めに修

繕な ど を 相談する 必要があり ま す。  

 

④地域整備課 – 河川や道路の改良工事な ど を 担当 

河川・ 水路や道路を 改良する 工事な ど を 担当す

る と と も に、 国や県が行う 防災施設整備の窓口も

し て いま す。  

■地域起こし推進課が進める取り組み例 

・地域の防災訓練の支援 - 訓練費用補助、ＨＵＧ セットの貸し出し等  

・防災の出前講座 

・東区防災訓練・防災フェア – 各小学校区の持ち回りで年１回開催  

・東区防災講演会 - 先進地域の防災リーダー・気象キャスターなどを講師として開催  

・わがまち防災マップの作成支援                           

東区防災訓練リハーサル ＨＵＧ機材の貸し出し 東区防災講演会 

避難所開設訓練への保健師参加 
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_広島市危機管理室  

○災害予防課 - 自主防災活動の本庁窓口 

 自主防災活動への支援で ある 「 防災ま ち づく り 事業」 の企画調整を はじ め、 各種 

災害への避難対策や避難場所の指定、 備蓄倉庫の管理運営な ど を 行っ て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

_東消防署  

東消防署は、 自主防災活動に関する 各種訓練や、 わがま ち 防災マ ッ プ 作成の支援な

ど を 通じ て 、 学区の自主防災活動を 支え て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■広島市の「防災まちづくり事業」 ※令和４年度時点 

広島市で は、 平成２ ６ 年広島土砂災害で の寄付金を も と に「 防災ま ち づく り 基金」 を

設置し 、 以下のメ ニ ュ ーで 防災ま ち づく り を 進めて い ま す。 自主防災活動を 進める た

めに は、 こ れら の事業の活用も 有効で す 。  

●わがまち防災マップの作成支援 

●地域防災リーダーの養成 

●防災講演会などの開催 

●地域における防災訓練の支援 

●子ども達を対象とした防災体験学習の支援 

●防災ライブカメラの設置支援                           

早稲田学区も参加した東区水防訓練 
（東区福田訓練場） 

東区防災フェアの初期消火訓練 
（早稲田中学校） 

普通救命講習 
（早稲田公民館） 

防災マップ作成のためのまち歩き 

（牛田東四丁目町内会） 
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２．外部支援の受け入れ 

 

１）“受援力”向上の取り組み 

現在、 災害が発生し た 時には、 多く の災害ボラ ン

テ ィ ア や様々な 団体が被災地の支援活動を 行っ て い

ま す。 こ のよ う な 外部から の支援も 、 被災地側が受

け入れな ければ活動で き ま せん。 災害から 早期の復

旧・ 復興につな げる た めには、 外部から の支援を 受

け入れる “ 受援力” を 向上さ せる こ と が大切で す。  

 

 

 

２）早稲田学区における受援力向上への取り組みの原点 

  - 災害Ｎ Ｇ Ｏ 結（ ゆい） 前原代表によ る 講演 - 

 早稲田学区における 受援力向上の取り 組みが始ま っ

た のは、 平成２ ９ 年１ １ 月に 開催さ れた災害Ｎ Ｇ Ｏ 結

の前原代表によ る 講演から で し た 。“ 受援力” と いう

言葉を 早稲田学区にも たら し たのも 前原代表で す。  

 早稲田学区で は、 こ の講演以降、 平成３ ０ 年７ 月豪

雨で の被災箇所における 災害ボラ ン テ ィ ア 活動を 踏ま

え て 、 着実に 受援力向上のた めの取り 組みを 実施し て

おり 、 今後も 継続し て 取り 組む必要があり ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 30 年 7 月豪雨災害 

における土砂撤去ボランティア 
（牛田東４丁目） 

前原代表による講演 

（早稲田集会所） 

《早稲田学区における受援力向上の取り組み》 

平成２ ９ 年度 災害Ｎ Ｇ Ｏ 結 前原代表に よ る 講演開催 

平成３ ０ 年度 西日本豪雨に よ る 被災家屋ボラ ン テ ィ ア 、 東区社協と の連携 

令和 元 年度 災害ボラ ン テ ィ ア 団体の調査 

令和 ３  年度 災害ボラ ン テ ィ ア 団体のリ ス ト 作成 

令和 ４  年度 Ｎ Ｐ Ｏ 法人イ マ ジ ナ ス と の座談会開催                           
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３）災害ボランティアの受け入れ 

 ①地域サテライトセンターの設置 

災害が発生し た場合、 災害ボラ ン テ ィ ア 活動を 円滑に行う た め、 活動拠点と な る 学

区や町内会単位で サテ ラ イ ト セ ン タ ーを 設置し ま す。  

 ②被災地のボランティア活動のニーズの把握・整理 

被災地域にサテ ラ イ ト セ ン タ ーが設置さ れた こ と を 広報し 、 被災者や被災家屋な ど

のボラ ン テ ィ ア 活動のニ ーズの把握・ 整理し ま す。  

 ③災害ボランティアの受け入れ・調整 

災害ボラ ン テ ィ ア の受付を 行い、 ニ ーズに合わせて 人数調整し たう え で 、 活動場所

へ派遣し ま す。 必要に応じ て 、 資機材の貸し 出し も 行いま す。  

 ④活動結果の報告・振り返り 

活動の結果について 、 気づき や被災者から の要望な ど を 報告し 、 今後の活動に活か

すた めの振り 返り や対策を 考え ま す。  

 

 

４）災害ボランティアの活動団体やＮＰＯからの支援 

災害時に活動する 災害ボラ ン テ ィ ア には、 専門的な 技術や知識で よ り 高度に被災地

を 支援し て く れる 活動団体があり ま す。 さ ら に、 東日本大震災以降は、 こ れら の団体

同士が連携し て 、 よ り 効果的な 活動を 行っ て いま す。  

被災後、 速やかで 質の高い復興を 目指すた めに、 各種団体から の支援を 積極的に受

け入れる こ と で き る よ う 、 日頃から 理解を 進める 必要があり ま す。  

  

 

・ボランティア団体の活動調整   ・医療、介護支援 
・避難所運営の支援        ・物資配布支援 
・災害ボランティアの派遣調整   ・弁護士による法律相談 
・在宅避難者の支援        ・被災家屋の復旧支援 
・重機を使用した瓦礫撤去     ・体操、マッサージなど健康支援 
・高齢者、障がい者の支援     ・被災者の心のケア支援 
・子ども支援           ・音楽による被災地慰問 

 

 

 

  

専門的な災害ボランティア活動例 
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３．長期的な課題と解決方針 

 

１）活動を持続的に向上させるための取り組み 

①早稲田学区地域防災プラットフォーム 

地域防災力を 支え る コ ミ ュ ニ テ ィ は、 地域活動の担い手で ある 社協や町内会を 主体

と し て 形成さ れて き ま し た が、 防災・ 減災に関わる 関係機関、 各種団体の活動や取り

組みについて は、 十分な 連携がと れて いる と は言え ま せん。  

そ こ で 、 自主防災活動の担い手と な る 社協およ び自主防災会に加え て 、 地域防災に

関わる 警察・ 消防・ 医療・ 保健・ 教育・ メ ディ ア ・ Ｎ Ｐ Ｏ な ど の関係者が日常的に交

流する 場と し て 「 地域防災プ ラ ッ ト フ ォ ーム」 を 設置し 、 地域連携を 開始し ま し た 。  

 こ の地域防災プ ラ ッ ト フ ォ ームで は、

参加者がお互いの活動について 情報・ 意

見交換を する こ と で 「 顔の見え る 」 ゆる

やかな ネッ ト ワーク を 作り 、 防災・ 減災

につな がる こ と を 目指し ま す。  

 

 

 

■地域防災プラットフォームのネットワーク図    ※令和４ 年度時点 
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②目標を定めて無理なく活動を進める 

早稲田学区地区防災計画で 掲げて いる 様々な 取り 組みは、 短期で 解決で き る よ う な

内容で はな いも のが多く あり ま す。 そこ で 、 各取り 組みについて 当面の目標や最終的

な 到達点を 考え 、 そ こ に至る ま で の活動計画を 立て て いく 必要があり ま す。  

活動について は、 わせだ自主防が中心と な っ て 計画を 立案し 、 関係する 団体や個人

と 調整し な がら 進めて いき ま す。  

 

 

２）活動の担い手の確保 

①様々な人が携わり関心を高める活動の実施 

地域防災の活動を 根付かせる ため、 防災活動に関わり が少な い人も 活動に参加し て

も ら う こ と で 、 防災への関心を 高めて いく 必要があり ま す。  

そ こ で 、 活動を 企画する 際には、 活動の支援や協力を し て も ら え る 人を 探し て 、 で

き る だ け多く の人を 巻き 込んだ活動を 展開し て いき ま す。  

 

②ワークショップ「ＢＯＳＡＩカフェ」の活用 

普段は地域活動に関わら な い方が参加する ワーク シ ョ ッ プ は、 新た な 人材を 発見す

る 機会にも な り ま す。 参加者の中で 、 活動の担い手と な り そ う な 人がいれば、 活動へ

の参加を 呼びかけま す。  
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